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☆
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○
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○ ○

・ ・ ・ ・
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☆

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知
的好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、
絵本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を
大切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認
め合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛け
をする。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

家
庭
と
の
連
携

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力
について話題にしていく。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学でき
るように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な
情報を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては
小学校と情報を共有する。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子
を伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子ども
の成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝
え、理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

行行事事・・FFCC
子子どどもものの

交交流流
☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力
・・
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
力力
・・
自自
制制
力力

((

自自
立立
心心

))

友達と関わる中で、多様な感情体験を味わい、思いや考えの違
いに気付く。

トラブルを通して葛藤を味わったり気持ちを調整したりするこ
とを繰り返し、相手の思いに気付く。

絵本や図鑑に親しみ、生活するうえで必要な情報が分かるこ
とを喜ぶ。

挨拶や感謝の言葉を状況に応じて適切に使いながら、友達や年
少の子どもたち、保育士等と関わる。

絵本や紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや美しさ
に気付き、言葉を豊かにする。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちの遊びを進める。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と
伝え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れ
たりする。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせ
て、成長した喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で
伝え合う。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友
達と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり考えたりする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうと
する。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試し
てみたりする。

身近な事象と関わる中で、変化や仕組み、法則性などに気付
き、調べたり確かめたり工夫したりの試行錯誤を楽しむ。

遊びや生活の中で物の準備や後片付けをしながら、数える、比
べる、形を工夫するなどを意識する。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

考えを伝え合ったり相談したりしてイメージや目的を共有
し、遊びや生活をつくる。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いした
いことを伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして
遊ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

自分の思いを友達に伝えたり相手の気持ちを受け入れたりし
て、折り合いをつけて遊ぼうとする。

園生活やクラスの自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜びを
味わう。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期55歳歳児児　　第第１１期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり
合合いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて
遊びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受
けけ入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進め
る楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力
をを十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で
仲間意識を高める。

3377 88

自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色水の名前などに興
味関心をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

５５歳歳児児　　第第２２期期

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 1100 1111 1122 11 2244 55 66 99

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取
り組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できる
ようにする。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新
しい素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所
や時間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

【【ルルーールルののああるる遊遊びび】】
・みんなで一緒にルールを守って遊ぶことを楽しむ。

(ドッジボール・鬼ごっこ・リレー遊び・十字架通せ等)
・ルールや作戦を考えながら遊ぶ。
・集団遊びを通して互いの役割に気付き、協力しながら遊ぶ。

就学時健診 発表会 クリスマス会

☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観((メメデディィアアココンントトロローールル含含むむ))

秋の遠足
★★ドドッッジジボボーールル交交流流会会

豆まき会 卒園式

お別れ会☆☆新新１１年年生生ととのの交交流流会会

小学校市教研総合研への参加

教職員実践発表会

情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲よよくく学学びび合合うう子子どどもも

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななででいいっっししょょにに

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力(自立心)

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

【【製製作作遊遊びび・・ごごっっここ遊遊びび】】
（廃材製作、学校ごっこ等）
・必要な道具や適した素材を友達と
話し合って準備する。

・友達とやりとりしながら、役割を
分担して作ったり遊んだりする。

・作ったものを友達と見せ合ったり
使って遊んだりして認め合う。

・自分と違う友達の考えも受け入れ
折り合いを付けながら遊ぶ。

・友達と遊びのイメージを共有し、
役になりきったり、実際と同じよ
うに表現したりして楽しむ。

【【 おお楽楽ししみみ会会・・ククリリススママスス会会 】】
・発表する内容や役割、必要な物な
どを話し合う。

・作りたい物のデザインや設計図な
どを考えて工夫して作る。

・困っている友達にアドバイスした
り、お互いに教え合ったりする。

・友達の頑張りに気付き、認め合っ
たり伝え合ったりする。

・同じ目的に向かっていく楽しさや
協力してやり遂げる達成感をもつ。

あありりががととううををつつたたええよようう
【【おお手手紙紙ごごっっここ】】
・日本のお正月の文化を知り、
感謝の気持ちや大すきの気
持ちを絵や文字で表現しよ
うとする。

・文字に興味をもち、友達と教
え合いながら繰り返し書くこ
とを楽しむ。

・手紙を渡したり、もらったり
するやり取りを喜び合い親し
みを深める。

【【朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会】】 【【ササーーククルルタタイイムム】】
・今日の活動の流れを考え、内容に期待をもつ。 ・クラスでのルールや友達との関わりなど、お互いに顔を
・今日の楽しかったことや嬉しかったこと、気付き 見合いながら一緒に考える。
を伝え合う。 ・自分の考えをもち、友達の考えを聞いてじっくり考える。
・明日の遊びにやりたいことを考え、楽しみにする。 ・クラスのみんなで決めたルールを守ろうとする。

おおははななししののせせかかいいととののででああいい

【【卒卒園園にに向向けけてて】】
・園生活を振り返って伝え
合い、お互いの成長を認め
合う。

・お世話になった方々への
「ありがとう」を歌や言葉に
込めて伝えようとする。

・家族に成長した姿を見ても
らうために、友達と一緒に
がんばろうとする。

・異年齢児との交流を楽しみ
親しみの気持ちをもつ。

【【ルルーールルののああるる遊遊びび】】
（ドッジボール、ドロケイ等）
・チーム分けや順番を考え、話
し合う。

・作戦を考え、チームで協力し
て遊ぶ。

・友達の意見に耳をかたむけて
受け入れようとする。

・勝敗を楽しみ、喜びや悔しさ
を共有し合い、一体感をもつ。

【【物物語語ににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル】】
・様々な本に触れ、想像を膨らませる。・文字に親しみ、言葉を知る。 ・聞く力を養う。・友達と面白さを共有する。 （・絵本・大型絵本・紙芝居・素話・パネルシアター・エプロンシアター ・ミラクルバナナによる読み聞かせ・英語で遊ぼうなど）

みみんんななででああそそぼぼうう

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

入園式 避難訓練(通年)

交通指導（通年) 保育参観日

幼幼保保小小合合同同通通報報訓訓練練 幼幼保保小小合合同同水水害害訓訓練練

運動会(有) 七夕会

夕涼み会(有) ☆☆ななつつままつつりり

☆ようこそせんぱい(有)

お泊り会(カ)

ハロウィンパレード☆☆ああききままつつりり
☆☆ふふゆゆままつつりり

学習発表会予行見学

☆☆里里帰帰りり保保育育((カカ))

運動会(カ)

【【朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会】】 【【ササーーククルルタタイイムム】】 【【ピピーースステテーーブブルル】】
・やりたい遊び、好きなことを話し合う。 ・クラスで話題になったことを顔を合わせながら ・自分の思いを伝え合う。
・今後の予定をみんなで確認し合い期待をもつ。 話し合う。 ・相手の話や思いを聞き、折り合いを
・自分の楽しかったことや嬉しかったことを発表する。 ・自分なりの考えをもち発表する。 つけていこうとする。
・今日のキラッとさんを発表する。

【【戸戸外外遊遊びび・・おお散散歩歩・・ごごっっここ遊遊びび・・異異年年齢齢交交流流】】
・発見したことや感じたこと、疑問に思ったことなどを話す。
・様々な発見や気付いたことを友達と伝え合い共有し合って遊ぶ。
・友達と話し合いながら、遊びを発展させていく。
・年下の子どもに優しく関わろうとしたり世話をしたりする。
・遊び場を整えたり環境を準備したりする。

みみんんななににつつたたええよようう

みみんんななででああそそぼぼうう

【【おお泊泊りり会会・・夕夕涼涼みみ会会・・運運動動会会】】
・友達と互いの考えや思いを伝え合い、イメージや目的を共有しながら遊ぶことを楽しむ。
・友達のしていることに関心をもち、やってみようとする。 ・役割を分担しながら目的に向かって力を合わせる。
・自分たちでやってみたいことを出し合って、選んだり決めたりする。 ・自分や友達の頑張りを褒め合う。

【【当当番番活活動動】】 (年間)
・クラスで仕事内容を考えて取り組む。
・グループに分かれてそれぞれの役割を行う。
・役に立てたことを喜ぶ。

みみんんななででいいっっししょょにに

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい((有有))

幼幼保保小小不不審審者者対対応応研研修修会会

ひな祭り会

学学校校保保健健委委員員会会
架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　

　 　 　

☆ ☆ ☆

☆

○ ☆

○

○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

☆

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知
的好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、
絵本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を
大切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認
め合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛け
をする。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

家
庭
と
の
連
携

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力
について話題にしていく。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学でき
るように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な
情報を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては
小学校と情報を共有する。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子
を伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子ども
の成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝
え、理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

行行事事・・FFCC
子子どどもものの

交交流流
☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力
・・
パパ
ーー
トト
ナナ
ーー
力力
・・
自自
制制
力力

((

自自
立立
心心

))

友達と関わる中で、多様な感情体験を味わい、思いや考えの違
いに気付く。

トラブルを通して葛藤を味わったり気持ちを調整したりするこ
とを繰り返し、相手の思いに気付く。

絵本や図鑑に親しみ、生活するうえで必要な情報が分かるこ
とを喜ぶ。

挨拶や感謝の言葉を状況に応じて適切に使いながら、友達や年
少の子どもたち、保育士等と関わる。

絵本や紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや美しさ
に気付き、言葉を豊かにする。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちの遊びを進める。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と
伝え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れ
たりする。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせ
て、成長した喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で
伝え合う。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友
達と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり考えたりする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうと
する。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試し
てみたりする。

身近な事象と関わる中で、変化や仕組み、法則性などに気付
き、調べたり確かめたり工夫したりの試行錯誤を楽しむ。

遊びや生活の中で物の準備や後片付けをしながら、数える、比
べる、形を工夫するなどを意識する。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

考えを伝え合ったり相談したりしてイメージや目的を共有
し、遊びや生活をつくる。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いした
いことを伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして
遊ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

自分の思いを友達に伝えたり相手の気持ちを受け入れたりし
て、折り合いをつけて遊ぼうとする。

園生活やクラスの自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜びを
味わう。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期55歳歳児児　　第第１１期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり
合合いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて
遊びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受
けけ入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進め
る楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力
をを十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で
仲間意識を高める。

3377 88

自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色水の名前などに興
味関心をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

５５歳歳児児　　第第２２期期

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 1100 1111 1122 11 2244 55 66 99

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取
り組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できる
ようにする。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新
しい素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所
や時間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

【【ルルーールルののああるる遊遊びび】】
・みんなで一緒にルールを守って遊ぶことを楽しむ。

(ドッジボール・鬼ごっこ・リレー遊び・十字架通せ等)
・ルールや作戦を考えながら遊ぶ。
・集団遊びを通して互いの役割に気付き、協力しながら遊ぶ。

就学時健診 発表会 クリスマス会

☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観((メメデディィアアココンントトロローールル含含むむ))

秋の遠足
★★ドドッッジジボボーールル交交流流会会

豆まき会 卒園式

お別れ会☆☆新新１１年年生生ととのの交交流流会会

小学校市教研総合研への参加

教職員実践発表会

情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲よよくく学学びび合合うう子子どどもも

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななででいいっっししょょにに

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力(自立心)

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

【【製製作作遊遊びび・・ごごっっここ遊遊びび】】
（廃材製作、学校ごっこ等）
・必要な道具や適した素材を友達と
話し合って準備する。

・友達とやりとりしながら、役割を
分担して作ったり遊んだりする。

・作ったものを友達と見せ合ったり
使って遊んだりして認め合う。

・自分と違う友達の考えも受け入れ
折り合いを付けながら遊ぶ。

・友達と遊びのイメージを共有し、
役になりきったり、実際と同じよ
うに表現したりして楽しむ。

【【 おお楽楽ししみみ会会・・ククリリススママスス会会 】】
・発表する内容や役割、必要な物な
どを話し合う。

・作りたい物のデザインや設計図な
どを考えて工夫して作る。

・困っている友達にアドバイスした
り、お互いに教え合ったりする。

・友達の頑張りに気付き、認め合っ
たり伝え合ったりする。

・同じ目的に向かっていく楽しさや
協力してやり遂げる達成感をもつ。

あありりががととううををつつたたええよようう
【【おお手手紙紙ごごっっここ】】
・日本のお正月の文化を知り、
感謝の気持ちや大すきの気
持ちを絵や文字で表現しよ
うとする。

・文字に興味をもち、友達と教
え合いながら繰り返し書くこ
とを楽しむ。

・手紙を渡したり、もらったり
するやり取りを喜び合い親し
みを深める。

【【朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会】】 【【ササーーククルルタタイイムム】】
・今日の活動の流れを考え、内容に期待をもつ。 ・クラスでのルールや友達との関わりなど、お互いに顔を
・今日の楽しかったことや嬉しかったこと、気付き 見合いながら一緒に考える。
を伝え合う。 ・自分の考えをもち、友達の考えを聞いてじっくり考える。
・明日の遊びにやりたいことを考え、楽しみにする。 ・クラスのみんなで決めたルールを守ろうとする。

おおははななししののせせかかいいととののででああいい

【【卒卒園園にに向向けけてて】】
・園生活を振り返って伝え
合い、お互いの成長を認め
合う。

・お世話になった方々への
「ありがとう」を歌や言葉に
込めて伝えようとする。

・家族に成長した姿を見ても
らうために、友達と一緒に
がんばろうとする。

・異年齢児との交流を楽しみ
親しみの気持ちをもつ。

【【ルルーールルののああるる遊遊びび】】
（ドッジボール、ドロケイ等）
・チーム分けや順番を考え、話
し合う。

・作戦を考え、チームで協力し
て遊ぶ。

・友達の意見に耳をかたむけて
受け入れようとする。

・勝敗を楽しみ、喜びや悔しさ
を共有し合い、一体感をもつ。

【【物物語語ににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル】】
・様々な本に触れ、想像を膨らませる。・文字に親しみ、言葉を知る。 ・聞く力を養う。・友達と面白さを共有する。 （・絵本・大型絵本・紙芝居・素話・パネルシアター・エプロンシアター ・ミラクルバナナによる読み聞かせ・英語で遊ぼうなど）

みみんんななででああそそぼぼうう

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

入園式 避難訓練(通年)

交通指導（通年) 保育参観日

幼幼保保小小合合同同通通報報訓訓練練 幼幼保保小小合合同同水水害害訓訓練練

運動会(有) 七夕会

夕涼み会(有) ☆☆ななつつままつつりり

☆ようこそせんぱい(有)

お泊り会(カ)

ハロウィンパレード☆☆ああききままつつりり
☆☆ふふゆゆままつつりり

学習発表会予行見学

☆☆里里帰帰りり保保育育((カカ))

運動会(カ)

【【朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会】】 【【ササーーククルルタタイイムム】】 【【ピピーースステテーーブブルル】】
・やりたい遊び、好きなことを話し合う。 ・クラスで話題になったことを顔を合わせながら ・自分の思いを伝え合う。
・今後の予定をみんなで確認し合い期待をもつ。 話し合う。 ・相手の話や思いを聞き、折り合いを
・自分の楽しかったことや嬉しかったことを発表する。 ・自分なりの考えをもち発表する。 つけていこうとする。
・今日のキラッとさんを発表する。

【【戸戸外外遊遊びび・・おお散散歩歩・・ごごっっここ遊遊びび・・異異年年齢齢交交流流】】
・発見したことや感じたこと、疑問に思ったことなどを話す。
・様々な発見や気付いたことを友達と伝え合い共有し合って遊ぶ。
・友達と話し合いながら、遊びを発展させていく。
・年下の子どもに優しく関わろうとしたり世話をしたりする。
・遊び場を整えたり環境を準備したりする。

みみんんななににつつたたええよようう

みみんんななででああそそぼぼうう

【【おお泊泊りり会会・・夕夕涼涼みみ会会・・運運動動会会】】
・友達と互いの考えや思いを伝え合い、イメージや目的を共有しながら遊ぶことを楽しむ。
・友達のしていることに関心をもち、やってみようとする。 ・役割を分担しながら目的に向かって力を合わせる。
・自分たちでやってみたいことを出し合って、選んだり決めたりする。 ・自分や友達の頑張りを褒め合う。

【【当当番番活活動動】】 (年間)
・クラスで仕事内容を考えて取り組む。
・グループに分かれてそれぞれの役割を行う。
・役に立てたことを喜ぶ。

みみんんななででいいっっししょょにに

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい((有有))

幼幼保保小小不不審審者者対対応応研研修修会会

ひな祭り会

学学校校保保健健委委員員会会
架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　

　 　 　

☆ ☆ ☆

☆

○ ☆

○

○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

☆

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知
的好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、
絵本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を
大切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認
め合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛け
をする。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

家
庭
と
の
連
携

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力
について話題にしていく。

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学でき
るように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な
情報を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては
小学校と情報を共有する。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子
を伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信
頼関係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子ども
の成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝
え、理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

行行事事・・FFCC
子子どどもものの

交交流流
☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
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((

自自
立立
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))

友達と関わる中で、多様な感情体験を味わい、思いや考えの違
いに気付く。

トラブルを通して葛藤を味わったり気持ちを調整したりするこ
とを繰り返し、相手の思いに気付く。

絵本や図鑑に親しみ、生活するうえで必要な情報が分かるこ
とを喜ぶ。

挨拶や感謝の言葉を状況に応じて適切に使いながら、友達や年
少の子どもたち、保育士等と関わる。

絵本や紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや美しさ
に気付き、言葉を豊かにする。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちの遊びを進める。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と
伝え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れ
たりする。

園生活で経験したことを振り返り、身近な人々と心を通わせ
て、成長した喜びを味わったり感謝の気持ちをもって、言葉で
伝え合う。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友
達と伝え合うことを楽しむ。

友達との関わりの中で、異なる考えや相手の気持ちに気付き、
言葉で伝えたり考えたりする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうと
する。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分の気持ちを相手に分かるように言葉で伝える。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試し
てみたりする。

身近な事象と関わる中で、変化や仕組み、法則性などに気付
き、調べたり確かめたり工夫したりの試行錯誤を楽しむ。

遊びや生活の中で物の準備や後片付けをしながら、数える、比
べる、形を工夫するなどを意識する。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

考えを伝え合ったり相談したりしてイメージや目的を共有
し、遊びや生活をつくる。

困ったことを友達や保育士等に自分から話したり、お願いした
いことを伝えたりして、自分たちで解決しようとする。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして
遊ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

自分の思いを友達に伝えたり相手の気持ちを受け入れたりし
て、折り合いをつけて遊ぼうとする。

園生活やクラスの自分の役割を果たそうとし、役に立つ喜びを
味わう。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期 ５５歳歳児児　　第第４４期期55歳歳児児　　第第１１期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり
合合いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて
遊びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受
けけ入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進め
る楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力
をを十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で
仲間意識を高める。

3377 88

自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色水の名前などに興
味関心をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

５５歳歳児児　　第第２２期期

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

月月 1100 1111 1122 11 2244 55 66 99

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取
り組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できる
ようにする。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもて
るようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新
しい素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所
や時間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

【【ルルーールルののああるる遊遊びび】】
・みんなで一緒にルールを守って遊ぶことを楽しむ。

(ドッジボール・鬼ごっこ・リレー遊び・十字架通せ等)
・ルールや作戦を考えながら遊ぶ。
・集団遊びを通して互いの役割に気付き、協力しながら遊ぶ。

就学時健診 発表会 クリスマス会

☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観((メメデディィアアココンントトロローールル含含むむ))

秋の遠足
★★ドドッッジジボボーールル交交流流会会

豆まき会 卒園式

お別れ会☆☆新新１１年年生生ととのの交交流流会会

小学校市教研総合研への参加

教職員実践発表会

情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲よよくく学学びび合合うう子子どどもも

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななででいいっっししょょにに

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力(自立心)

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

【【製製作作遊遊びび・・ごごっっここ遊遊びび】】
（廃材製作、学校ごっこ等）
・必要な道具や適した素材を友達と
話し合って準備する。

・友達とやりとりしながら、役割を
分担して作ったり遊んだりする。

・作ったものを友達と見せ合ったり
使って遊んだりして認め合う。

・自分と違う友達の考えも受け入れ
折り合いを付けながら遊ぶ。

・友達と遊びのイメージを共有し、
役になりきったり、実際と同じよ
うに表現したりして楽しむ。

【【 おお楽楽ししみみ会会・・ククリリススママスス会会 】】
・発表する内容や役割、必要な物な
どを話し合う。

・作りたい物のデザインや設計図な
どを考えて工夫して作る。

・困っている友達にアドバイスした
り、お互いに教え合ったりする。

・友達の頑張りに気付き、認め合っ
たり伝え合ったりする。

・同じ目的に向かっていく楽しさや
協力してやり遂げる達成感をもつ。

あありりががととううををつつたたええよようう
【【おお手手紙紙ごごっっここ】】
・日本のお正月の文化を知り、
感謝の気持ちや大すきの気
持ちを絵や文字で表現しよ
うとする。

・文字に興味をもち、友達と教
え合いながら繰り返し書くこ
とを楽しむ。

・手紙を渡したり、もらったり
するやり取りを喜び合い親し
みを深める。

【【朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会】】 【【ササーーククルルタタイイムム】】
・今日の活動の流れを考え、内容に期待をもつ。 ・クラスでのルールや友達との関わりなど、お互いに顔を
・今日の楽しかったことや嬉しかったこと、気付き 見合いながら一緒に考える。
を伝え合う。 ・自分の考えをもち、友達の考えを聞いてじっくり考える。
・明日の遊びにやりたいことを考え、楽しみにする。 ・クラスのみんなで決めたルールを守ろうとする。

おおははななししののせせかかいいととののででああいい

【【卒卒園園にに向向けけてて】】
・園生活を振り返って伝え
合い、お互いの成長を認め
合う。

・お世話になった方々への
「ありがとう」を歌や言葉に
込めて伝えようとする。

・家族に成長した姿を見ても
らうために、友達と一緒に
がんばろうとする。

・異年齢児との交流を楽しみ
親しみの気持ちをもつ。

【【ルルーールルののああるる遊遊びび】】
（ドッジボール、ドロケイ等）
・チーム分けや順番を考え、話
し合う。

・作戦を考え、チームで協力し
て遊ぶ。

・友達の意見に耳をかたむけて
受け入れようとする。

・勝敗を楽しみ、喜びや悔しさ
を共有し合い、一体感をもつ。

【【物物語語ににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル】】
・様々な本に触れ、想像を膨らませる。・文字に親しみ、言葉を知る。 ・聞く力を養う。・友達と面白さを共有する。 （・絵本・大型絵本・紙芝居・素話・パネルシアター・エプロンシアター ・ミラクルバナナによる読み聞かせ・英語で遊ぼうなど）

みみんんななででああそそぼぼうう

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

入園式 避難訓練(通年)

交通指導（通年) 保育参観日

幼幼保保小小合合同同通通報報訓訓練練 幼幼保保小小合合同同水水害害訓訓練練

運動会(有) 七夕会

夕涼み会(有) ☆☆ななつつままつつりり

☆ようこそせんぱい(有)

お泊り会(カ)

ハロウィンパレード☆☆ああききままつつりり
☆☆ふふゆゆままつつりり

学習発表会予行見学

☆☆里里帰帰りり保保育育((カカ))

運動会(カ)

【【朝朝のの会会・・帰帰りりのの会会】】 【【ササーーククルルタタイイムム】】 【【ピピーースステテーーブブルル】】
・やりたい遊び、好きなことを話し合う。 ・クラスで話題になったことを顔を合わせながら ・自分の思いを伝え合う。
・今後の予定をみんなで確認し合い期待をもつ。 話し合う。 ・相手の話や思いを聞き、折り合いを
・自分の楽しかったことや嬉しかったことを発表する。 ・自分なりの考えをもち発表する。 つけていこうとする。
・今日のキラッとさんを発表する。

【【戸戸外外遊遊びび・・おお散散歩歩・・ごごっっここ遊遊びび・・異異年年齢齢交交流流】】
・発見したことや感じたこと、疑問に思ったことなどを話す。
・様々な発見や気付いたことを友達と伝え合い共有し合って遊ぶ。
・友達と話し合いながら、遊びを発展させていく。
・年下の子どもに優しく関わろうとしたり世話をしたりする。
・遊び場を整えたり環境を準備したりする。

みみんんななににつつたたええよようう

みみんんななででああそそぼぼうう

【【おお泊泊りり会会・・夕夕涼涼みみ会会・・運運動動会会】】
・友達と互いの考えや思いを伝え合い、イメージや目的を共有しながら遊ぶことを楽しむ。
・友達のしていることに関心をもち、やってみようとする。 ・役割を分担しながら目的に向かって力を合わせる。
・自分たちでやってみたいことを出し合って、選んだり決めたりする。 ・自分や友達の頑張りを褒め合う。

【【当当番番活活動動】】 (年間)
・クラスで仕事内容を考えて取り組む。
・グループに分かれてそれぞれの役割を行う。
・役に立てたことを喜ぶ。

みみんんななででいいっっししょょにに

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい((有有))

幼幼保保小小不不審審者者対対応応研研修修会会

ひな祭り会

学学校校保保健健委委員員会会
架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

架け橋期に期待する子どもの姿
大 　 館 　 市 　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
有浦小学校区　豊かな体験を通して、共感力と協働力を身に付け、自制心をもって仲間と共に仲良く学び合う子ども

令和7年度 有浦小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
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・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
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かか
うう
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・・

人人
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思思
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判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
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シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能
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基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能
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礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆

○ ☆

○ ○

○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めたり
認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願いす
る。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継続
してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、
家庭学習などを継続する大切さを啓発していく。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返ったり
する時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動することで、
思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に広
げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるようにす
る。

　　令和7年度　有浦小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 112277 33

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや
願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活
動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

   小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習に
取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

自分の考えを分かりやすく伝えるために、内容や表現方法を工夫
する。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え合ったり
する。

図書館の使い方やマナーを知り、本を大切にして読む。 図書館で読みたい本を選び、題名や読んだ日をカードに記録した
り、好きなところを友達に紹介したりして読書に親しむ。

言葉には、意味による語句のまとまりがあることに気付き、語彙
を豊かにする。

本に興味をもって読み聞かせを聞いたり、学級文庫などから読み
たい本を見付けて読もうとする。

学習の見通しをもって、積極的に友達の話を聞き、質問や感想を述
べる。

友達の話を聞いて質問したり、感想を伝えたり、相手の発言を受
けて話をつないだりする。

経験したことや身に付けたことを生かしたり、友達の考えを取り入れた
りして、よりよい方法を考える。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

１年間を振り返り、がんばったことや出来るようになったことを
友達と伝え合い、自分たちの成長に気付く。

学び合いの約束を知り、聞き手を見て話したり、話し手に共感し
て反応しながら聞いたりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝え合う。

喜んでもらえる活動や場に適した話し方や接し方を考えて、高齢者
や年長児との交流を楽しむ。

年長児が楽しめるような交流会を計画し、年長児の気持ちや思い
を汲んで接したり、やりとりしたりしようとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学習や生活を見直し、さらに楽しくするために工夫できることや新
しい約束などを考え、話し合う。

自分のよさや友達のよさを認め合い、これからも自分の得意なこ
とを生かしながら役割を果たそうとする。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

友達や上級生、年長児と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感
や所属感を深める。

楽しく生活・学習するために大切なこと（返事、あいさつ、マナー、言
葉遣いなど）に気付き、友達と声を掛け合って実践しようとする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

知知
識識
及及
びび
技技
能能
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基基
礎礎

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

話したいことの順序に気を付けながら分かりやすく伝えたり、理由
を付けて説明したりする。

経験したことや身に付けたことを活用したり、友達の見方や考え方
を取り入れたりしながら、課題を解決する。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

自自
制制
力力

ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
力力

パパーー

トト
ナナーー

力力

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を
工夫したりする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち
着いて生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流

職職員員のの交交流流

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

就学時健診
入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会 情情報報交交換換
幼保小連携推進会議

幼保小担任研修会

保保育育参参観観・・保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

有有浦浦小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験をを通通ししてて、、共共感感力力とと協協働働力力をを身身にに付付けけ、、自自制制心心ををももっってて仲仲間間とと共共にに仲仲良良くく学学びび合合うう子子どどもも ＿＿

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

学校探険をしよう

学学校校探探険険ををししよようう 力力ををああわわせせててⅠⅠ

みみんんななでで伝伝ええ
合合おおうう

〈〈朝朝のの会会〉〉元気に挨拶をしたり、みんなと歌ったりする。 〈〈ノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを伝え合う。
〈〈帰帰りりのの会会〉〉一日を振り返り自分や友達のがんばりを伝え合う。 ・友達の話を反応しながら、最後まで話を聞く。

・学習を振り返り、がんばりを伝え合う。（各教科）

〇〇新新ししいい友友達達やや先先生生にに関関心心ををももちち、、進進んん

でで関関わわるる。。

・紹介カードを使って友達と交流する。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・学校生活を支えている人に気付き、交

流する。 生生活活「「学学校校ににいいるる人人ととななかか

よよくくななろろうう」」

・順番やきまりを守って、誰とでも仲よ

く、運動遊びをする。

体体育育「「体体つつくくりりのの運運動動遊遊びび」」

・友達と仲よくする大切さを話し合う。
道道徳徳「「ななかかよよくくねね」」

○○運運動動会会ののめめああててををももちち、、友友達達やや上上

級級生生とと協協力力ししてて取取りり組組むむ。。【行事】
・運動会のめあてを話し合う。

学学活活「「運運動動会会ののめめああてて」」

・運動遊びの楽しさに触れ、その動

きを身に付ける。

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

体体育育「「走走・・跳跳のの運運動動遊遊びび」」

・友達や自分が上手にできることを

知り、認め合う。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・役割を決めて取り組む

学学活活「「かかかかりりををががんんばばろろうう」」

○○夏夏のの自自然然とと関関わわりりななががらら自自然然をを遊遊びびやや

生生活活にに取取りり入入れれてて楽楽ししくくししよよううととすするる。。

・水を使った遊びを考え、友達と比べ

たり繰り返したりして工夫して遊ぶ。

・水の性質の不思議さに気付き伝え合う。

生生活活「「水水ででああそそぼぼうう」」

☆☆あありりううららのの森森でで、、保保育育園園、、ここどどもも園園のの

年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・どんな遊びをするか考える。

・友達と協力して遊びの用具を準備した

り場作りをしたりする。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

生生活活「「みみんんななののここううええんんででああそそぼぼうう」」

〈〈物物語語ににししたたししむむ〉〉 〈〈メメデディィアアココンントトロローールル〉〉

・読み聞かせを聞いて、本の世界を楽しむ。 ・メディアコントロールの大切さについて考える
・朝読書の時間に学級文庫の本を選んで読む。 ・自分の生活を振り返ってメディアの計画をたてる。
・学校図書館で本の借り方返し方を覚えて借りる。国国語語「「ととししょょかかんんととななかかよよしし」」「「すすききなな物物語語ををししょょううかかいいししよようう」」 学学活活「「メメデディィアアののややくくそそくくをを考考ええよようう」」「「ななつつ・・ふふゆゆややすすみみのの計計画画ををたたててよようう」」

＜共通の視点＞
コミュニケーション力

パートナー力

自制力

有浦小学校区
有浦小学校

大館カトリックこども園

有浦保育園

ななつつととああそそぼぼうう
○○学学校校のの探探検検ししたたいい場場所所をを見見付付けけてて、、友友達達

とと 協協力力しし合合っってて探探検検しし、、見見付付けけたたもものの

やや気気付付いいたたここととををみみんんななでで伝伝ええ合合うう。。

・一人一人の探検したい場所を伝え合い探

検する場所を決めて探険する。

生生活活「「学学校校ののここととががししりりたたいいなな」」

・探険して気付いたことを伝え合いもっと

知りたくなったことを伝え合う。

・学校生活を支えている人に聞きに行く。

・調べたことを絵や文で表現し伝え合う。

生生活活「「学学校校ででみみつつけけたたここととををつつたた

ええああおおうう」」

国国語語「「ここんんななももののみみつつけけたたよよ」」

みみんんななななかかよよしし

☆☆ななつつままつつりり

要要録録・・個個別別のの教教育育・・

保保育育支支援援計計画画のの活活用用

○○学学習習発発表表会会にに向向けけてて、、内内容容やや役役割割ななどど

をを話話しし合合いい、、協協力力しし合合っってて創創るる。。

・学習発表会の目標や内容、役割等を話

し合って決める。

学学活活「「学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせよようう」」

・劇の登場人物のセリフや動きを話し合

い、練習する。

国国語語「「おおははななししををたたののししももうう」」

・背景や大道具、小道具など、必要な物

を話し合い、友達と協力して作る。

図図工工「「つつくくっってて へへんんししんん」」

・劇中の歌を大きな声で歌う。

音音楽楽「「ううたたっってておおどどっっててななかかよよくく

ななろろうう」」

力力ををああわわせせててⅡⅡ
○○身身近近なな秋秋のの自自然然とと関関わわりり、、そそれれをを生生かか

ししてて遊遊びびななががらら、、友友達達やや年年長長児児ととのの遊遊

びび方方をを工工夫夫しし、、進進んんでで関関わわるる。。

生生活活「「たたののししいいああきき、、いいっっぱぱいい」」

・木の実などでおもちゃを作って遊ぶ。

・年長児も楽しめるおもちゃを工夫して

作り試したり改善したりする。

☆☆「「ああききままつつりり」」をを開開いいてて、、保保育育園園、、
ここどどもも園園のの年年長長児児とと一一緒緒にに遊遊ぶぶ。。

・年長児と遊び方を教え合いながら仲よ

く遊ぶ。

・年長児に楽しんでもらえるような話し

方や接 し方を考えて、進んで関わる。

・活動を振り返り、お互いのがんばりや

よさを認め合い、自分自身の成長に気

付く。

ああききののおおももちちゃゃででああそそぼぼうう ふふゆゆととああそそぼぼうう
○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬ななららでで

ははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付きき、、友友達達

やや年年長長児児とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

・寒さに負けず、進んでスキー遊び

に取り組む。

体体育育「「ススキキーーああそそびび」」
・冬休みや冬の遊びで体験したこと

を友達に話したり、聞いたりする。

国国語語「「くくわわししくくききここうう」」
・雪や氷を使った遊びを友達と考え

たり、遊びを発展させたりする。

・年長児と一緒にルールや作戦など

を話し合いながら工夫して雪遊び

を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会に生

かす。

生生活活「「ふふゆゆををたたののししももうう」」

学習発表会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練 ☆☆ああききままつつりり

☆☆ふふゆゆままつつりり

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい

交通指導

幼幼保保小小合合同同水水害害避避難難訓訓練練

不不審審者者対対応応研研修修会会

☆☆よよううここそそせせんんぱぱいい ☆☆保保健健集集会会・・授授業業参参観観

〈〈ジジャャンンププノノベベルルタタイイムム〉・友達と考えを出し合いながら解決していく。
〈帰りの会〉学級をよりよくするために、係から呼びかけをする。 ・学びを生かしてレベルの高い問題に挑戦する。

架架けけ橋橋会会議議

架架けけ橋橋会会議議

ももううすすぐぐ２２年年生生
○○ががんんばばっったたここととやや、、ででききるるよよううにに

ななっったたここととをを伝伝ええ合合いい、、周周りりのの人人

へへのの感感謝謝のの気気持持ちちやや、、進進級級へへのの期期

待待ををももつつ。。

・新１年生が学校を楽しみに入学でき

るよう話し合い、協力して活動する。

生生活活「「ああたたららししいい１１年年生生をを
ししょょううたたいいししよようう」」

・１年間を振り返り、楽しかったこと

や嬉しかったこと、頑張ったことや

できるようになったことについて友

達と伝え合う。

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい１１年年生生」」

・入学してから１年間、様々な人の支

えがあって成長したことに気付き、

感謝の気持ちを伝える手紙を書く。

道道徳徳「「みみんんななみみんんななあありりががととうう」」
・お楽しみ会を自分たちで計画・実践

し、進級への期待をもつ

学学活活「「おお楽楽ししみみ会会ををししよようう」」

おおははななししににししたたししむむ・・メメデディィアアココンントトロローールル（（年年間間））

終業式

冬休み

始業式 始業式

修了式

６年生を送る会

卒業式

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

令和7年度 有浦小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）

架け橋期に期待する子どもの姿
大 　 館 　 市 　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
有浦小学校区　豊かな体験を通して、共感力と協働力を身に付け、自制心をもって仲間と共に仲良く学び合う子ども
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目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・
　
　
　
・

・
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・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや思ったことなどを友達と伝
え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

野菜やひまわりが育つ様子に興味をもち、気付いたことや不思
議に思ったことを図鑑で調べたり友達と伝え合ったりする。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

年長として、年下の子どもに優しく接したり、クラスの友達と協
力し合って当番活動や役割をがんばろうとする。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

 　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発
揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合
わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけ
たたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽
しさを味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりしし
てて協協力力ししてて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、文字や数字等の便利さに気付いて遊びに取り入れる
ことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、情景や心情のイメージを広げて遊びに取
り入れたり、発表に生かしたりする。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたり、自分にできることをしようとする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・

幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な
どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○年年長長ととししててのの役役割割をを意意識識ししてて喜喜んんでで活活動動にに取取りり組組むむ。。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

○○縄縄跳跳びび、、跳跳びび箱箱、、鉄鉄棒棒ななどどのの目目標標をを決決めめてて、、ああききららめめずずにに

繰繰りり返返しし挑挑戦戦すするる。。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも友達と励まし

合ったり競い合ったりして取り組もうとする。

・頑張りを認め合いできた喜びを味わう。

○○ゆゆううぎぎ会会、、おおたたののししみみ会会

にに向向けけてて内内容容やや役役割割ををみみ

んんななでで話話しし合合いい、、協協力力しし

合合っっててややりり遂遂げげるる。。

・劇のシナリオや道具など

のアイディアを出し合い、

みんなで考えたり工夫し

たりして協力してつくる。

・お互いに見合ったりアド

バイスし合ったりして、

表現を工夫する。

○○ククリリススママスス会会やや終終業業式式をを通通ししてて、、１１年年

がが終終わわるるここととにに気気付付きき、、遊遊具具やや保保育育室室

ななどどへへ感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。。

・みんなで役割を分担して協力し合って

片付けたり大掃除をしたりする。

○○小小学学校校のの図図書書室室をを訪訪れれ、、小小学学校校生生活活へへのの期期待待をを高高めめるる。。

・１年生や図書委員会とやり取りしながら好きな本を選ぶ。

・園で借りた本を読んだり、面白いところを紹介し合った

りしてお話に興味をもつ。

○○ドドッッジジボボーールルやや

やや鬼鬼ごごっっここ等等、、

遊遊びび方方をを工工夫夫しし

てて遊遊ぶぶ。。

・友達とルールや

作戦を話し合い

試しながら遊ぶ。

・トラブルや困っ

たことを自分た

ちで話し合って

解決しようとす

る。

○友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

○○友友達達とと一一緒緒にに伝伝承承遊遊びび

をを楽楽ししむむ。。

・かるた、すごろく、コ

マ回し等、友達と教え

合ったりルールを工

夫したりして遊ぶ。

○小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

☆稲刈り（５年生・こ）

★★焼焼ききいいもも交交流流会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

☆☆たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい交交流流

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

☆☆雪雪遊遊びび交交流流会会

☆☆小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

☆☆体体験験入入学学

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換生生活活科科等等交交流流

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

☆☆ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ☆☆ひひままわわりりのの種種植植ええ ☆☆ひひままわわりり収収穫穫 ☆☆ひひままわわりり種種取取りり

☆☆運運動動会会予予行行練練習習見見学学 ☆☆ママララソソンン練練習習 ☆☆ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交 ☆☆学学習習発発表表会会予予行行練練習習見見学学

１１年年生生授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育参観・協議(保) 保保育育体体験験

架架けけ橋橋会会議議

市教委夏季研修会への参加

保育参観・協議（こ）

○○運運動動会会にに向向けけてて園園ののリリーーダダーーととししててのの役役割割にに気気付付きき、、目目標標にに向向かかっってて

友友達達とと協協力力しし合合いい、、楽楽ししみみななががらら行行事事にに参参加加すするる。。

・リレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話し合い、試した

応援し合ったりしながら楽しむ。

・運動会を振り返り、楽しかったことやがんばったことを伝え合う。

○○身身近近なな春春のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたたここととやや

気気付付いいたたここととをを伝伝ええ合合っったたりり遊遊びびにに取取

りり入入れれたたりりししてて楽楽ししむむ。。

・見付けた虫や植物を見合ったり、興味

をもったことを図鑑等で調べたりする。

・友達とイメージを伝え合い、料理ごっ

こやジュース屋さんごっこ等を楽しむ。

・生き物の餌や飼い方を調べて、大切に

お世話する。

○○ひひままわわりり活活動動にに興興味味ををももちち、、

種種植植ええやや草草取取りりななどどのの活活動動

をを楽楽ししむむ。。

・種の植え方をよく聞いて、

友達や小学生、地域の方と

一緒に行う。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

○○夏夏のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたた

ここととやや気気付付いいたたこことと伝伝ええ

合合っったたりり遊遊びびにに取取りり入入れれ

たたりりししてて楽楽ししむむ。。

・身近な用具を活用して友

達とイメージを伝え合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・友達とイメージを伝合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・小学校のプールで１年生

と一緒にいろいろな水遊

びに挑戦する。

○○夕夕涼涼みみ会会ややおおままつつ

りりごごっっここをを楽楽ししくく

すするるたためめにに友友達達とと

考考ええをを出出しし合合っってて

進進めめてていいくく。。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

☆☆ひひままわわりりススタターートト集集会会 ☆☆ひひままわわりり感感謝謝集集会会

○○ひひままわわりりのの収収穫穫やや

種種取取りりをを小小学学生生やや

地地域域のの方方とと一一緒緒にに

行行いい、、自自分分たたちちもも

地地域域のの中中ででででききるる

ここととががああるるここととにに

気気付付くく。。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量や重い・軽

いなどの言葉の意

味を実感する。

○○身身近近なな秋秋のの自自然然にに興興味味ををももちち、、友友達達やや１１年年生生とと

協協力力ししてて遊遊びびにに取取りり入入れれ、、楽楽ししむむ。。

・秋の木の実等を使ってつくりたいもののイメージ

を友達とやり取りしながら工夫して作る。

・「あきの交流」に向けて、１年生と一緒にやりた

いことをみんなで話し合い、提案する。

・「あきの交流」で

１年生や他園の年

長児とやり取りし

て遊びを工夫する。

・交流での遊びを園

でも取り入れて、

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

架架けけ橋橋会会議議

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

○○友友達達やや１１年年生生とと協協力力ししてて雪雪遊遊びびをを楽楽ししむむ。。

・気温の変化による雪質の変化や自然の

不思議さに気付き、遊びに取り入れる。

・ソリ遊び、雪合戦、雪だるまつくり等、

遊び方やルールを話し合って遊ぶ。

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容
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進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや思ったことなどを友達と伝
え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

野菜やひまわりが育つ様子に興味をもち、気付いたことや不思
議に思ったことを図鑑で調べたり友達と伝え合ったりする。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

年長として、年下の子どもに優しく接したり、クラスの友達と協
力し合って当番活動や役割をがんばろうとする。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

 　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発
揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合
わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけ
たたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽
しさを味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりしし
てて協協力力ししてて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、文字や数字等の便利さに気付いて遊びに取り入れる
ことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、情景や心情のイメージを広げて遊びに取
り入れたり、発表に生かしたりする。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたり、自分にできることをしようとする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・

幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な
どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○年年長長ととししててのの役役割割をを意意識識ししてて喜喜んんでで活活動動にに取取りり組組むむ。。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

○○縄縄跳跳びび、、跳跳びび箱箱、、鉄鉄棒棒ななどどのの目目標標をを決決めめてて、、ああききららめめずずにに

繰繰りり返返しし挑挑戦戦すするる。。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも友達と励まし

合ったり競い合ったりして取り組もうとする。

・頑張りを認め合いできた喜びを味わう。

○○ゆゆううぎぎ会会、、おおたたののししみみ会会

にに向向けけてて内内容容やや役役割割ををみみ

んんななでで話話しし合合いい、、協協力力しし

合合っっててややりり遂遂げげるる。。

・劇のシナリオや道具など

のアイディアを出し合い、

みんなで考えたり工夫し

たりして協力してつくる。

・お互いに見合ったりアド

バイスし合ったりして、

表現を工夫する。

○○ククリリススママスス会会やや終終業業式式をを通通ししてて、、１１年年

がが終終わわるるここととにに気気付付きき、、遊遊具具やや保保育育室室

ななどどへへ感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。。

・みんなで役割を分担して協力し合って

片付けたり大掃除をしたりする。

○○小小学学校校のの図図書書室室をを訪訪れれ、、小小学学校校生生活活へへのの期期待待をを高高めめるる。。

・１年生や図書委員会とやり取りしながら好きな本を選ぶ。

・園で借りた本を読んだり、面白いところを紹介し合った

りしてお話に興味をもつ。

○○ドドッッジジボボーールルやや

やや鬼鬼ごごっっここ等等、、

遊遊びび方方をを工工夫夫しし

てて遊遊ぶぶ。。

・友達とルールや

作戦を話し合い

試しながら遊ぶ。

・トラブルや困っ

たことを自分た

ちで話し合って

解決しようとす

る。

○友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

○○友友達達とと一一緒緒にに伝伝承承遊遊びび

をを楽楽ししむむ。。

・かるた、すごろく、コ

マ回し等、友達と教え

合ったりルールを工

夫したりして遊ぶ。

○小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

☆稲刈り（５年生・こ）

★★焼焼ききいいもも交交流流会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

☆☆たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい交交流流

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

☆☆雪雪遊遊びび交交流流会会

☆☆小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

☆☆体体験験入入学学

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換生生活活科科等等交交流流

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

☆☆ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ☆☆ひひままわわりりのの種種植植ええ ☆☆ひひままわわりり収収穫穫 ☆☆ひひままわわりり種種取取りり

☆☆運運動動会会予予行行練練習習見見学学 ☆☆ママララソソンン練練習習 ☆☆ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交 ☆☆学学習習発発表表会会予予行行練練習習見見学学

１１年年生生授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育参観・協議(保) 保保育育体体験験

架架けけ橋橋会会議議

市教委夏季研修会への参加

保育参観・協議（こ）

○○運運動動会会にに向向けけてて園園ののリリーーダダーーととししててのの役役割割にに気気付付きき、、目目標標にに向向かかっってて

友友達達とと協協力力しし合合いい、、楽楽ししみみななががらら行行事事にに参参加加すするる。。

・リレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話し合い、試した

応援し合ったりしながら楽しむ。

・運動会を振り返り、楽しかったことやがんばったことを伝え合う。

○○身身近近なな春春のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたたここととやや

気気付付いいたたここととをを伝伝ええ合合っったたりり遊遊びびにに取取

りり入入れれたたりりししてて楽楽ししむむ。。

・見付けた虫や植物を見合ったり、興味

をもったことを図鑑等で調べたりする。

・友達とイメージを伝え合い、料理ごっ

こやジュース屋さんごっこ等を楽しむ。

・生き物の餌や飼い方を調べて、大切に

お世話する。

○○ひひままわわりり活活動動にに興興味味ををももちち、、

種種植植ええやや草草取取りりななどどのの活活動動

をを楽楽ししむむ。。

・種の植え方をよく聞いて、

友達や小学生、地域の方と

一緒に行う。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

○○夏夏のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたた

ここととやや気気付付いいたたこことと伝伝ええ

合合っったたりり遊遊びびにに取取りり入入れれ

たたりりししてて楽楽ししむむ。。

・身近な用具を活用して友

達とイメージを伝え合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・友達とイメージを伝合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・小学校のプールで１年生

と一緒にいろいろな水遊

びに挑戦する。

○○夕夕涼涼みみ会会ややおおままつつ

りりごごっっここをを楽楽ししくく

すするるたためめにに友友達達とと

考考ええをを出出しし合合っってて

進進めめてていいくく。。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

☆☆ひひままわわりりススタターートト集集会会 ☆☆ひひままわわりり感感謝謝集集会会

○○ひひままわわりりのの収収穫穫やや

種種取取りりをを小小学学生生やや

地地域域のの方方とと一一緒緒にに

行行いい、、自自分分たたちちもも

地地域域のの中中ででででききるる

ここととががああるるここととにに

気気付付くく。。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量や重い・軽

いなどの言葉の意

味を実感する。

○○身身近近なな秋秋のの自自然然にに興興味味ををももちち、、友友達達やや１１年年生生とと

協協力力ししてて遊遊びびにに取取りり入入れれ、、楽楽ししむむ。。

・秋の木の実等を使ってつくりたいもののイメージ

を友達とやり取りしながら工夫して作る。

・「あきの交流」に向けて、１年生と一緒にやりた

いことをみんなで話し合い、提案する。

・「あきの交流」で

１年生や他園の年

長児とやり取りし

て遊びを工夫する。

・交流での遊びを園

でも取り入れて、

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

架架けけ橋橋会会議議

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

○○友友達達やや１１年年生生とと協協力力ししてて雪雪遊遊びびをを楽楽ししむむ。。

・気温の変化による雪質の変化や自然の

不思議さに気付き、遊びに取り入れる。

・ソリ遊び、雪合戦、雪だるまつくり等、

遊び方やルールを話し合って遊ぶ。

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。
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と
の
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携

　
　
☆
援
助
の
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境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士
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て
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学学
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力力

しし

合合

うう
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どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや思ったことなどを友達と伝
え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

野菜やひまわりが育つ様子に興味をもち、気付いたことや不思
議に思ったことを図鑑で調べたり友達と伝え合ったりする。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

年長として、年下の子どもに優しく接したり、クラスの友達と協
力し合って当番活動や役割をがんばろうとする。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

 　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発
揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合
わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけ
たたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽
しさを味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりしし
てて協協力力ししてて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、文字や数字等の便利さに気付いて遊びに取り入れる
ことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、情景や心情のイメージを広げて遊びに取
り入れたり、発表に生かしたりする。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたり、自分にできることをしようとする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・

幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な
どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○年年長長ととししててのの役役割割をを意意識識ししてて喜喜んんでで活活動動にに取取りり組組むむ。。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

○○縄縄跳跳びび、、跳跳びび箱箱、、鉄鉄棒棒ななどどのの目目標標をを決決めめてて、、ああききららめめずずにに

繰繰りり返返しし挑挑戦戦すするる。。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも友達と励まし

合ったり競い合ったりして取り組もうとする。

・頑張りを認め合いできた喜びを味わう。

○○ゆゆううぎぎ会会、、おおたたののししみみ会会

にに向向けけてて内内容容やや役役割割ををみみ

んんななでで話話しし合合いい、、協協力力しし

合合っっててややりり遂遂げげるる。。

・劇のシナリオや道具など

のアイディアを出し合い、

みんなで考えたり工夫し

たりして協力してつくる。

・お互いに見合ったりアド

バイスし合ったりして、

表現を工夫する。

○○ククリリススママスス会会やや終終業業式式をを通通ししてて、、１１年年

がが終終わわるるここととにに気気付付きき、、遊遊具具やや保保育育室室

ななどどへへ感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。。

・みんなで役割を分担して協力し合って

片付けたり大掃除をしたりする。

○○小小学学校校のの図図書書室室をを訪訪れれ、、小小学学校校生生活活へへのの期期待待をを高高めめるる。。

・１年生や図書委員会とやり取りしながら好きな本を選ぶ。

・園で借りた本を読んだり、面白いところを紹介し合った

りしてお話に興味をもつ。

○○ドドッッジジボボーールルやや

やや鬼鬼ごごっっここ等等、、

遊遊びび方方をを工工夫夫しし

てて遊遊ぶぶ。。

・友達とルールや

作戦を話し合い

試しながら遊ぶ。

・トラブルや困っ

たことを自分た

ちで話し合って

解決しようとす

る。

○友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

○○友友達達とと一一緒緒にに伝伝承承遊遊びび

をを楽楽ししむむ。。

・かるた、すごろく、コ

マ回し等、友達と教え

合ったりルールを工

夫したりして遊ぶ。

○小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

☆稲刈り（５年生・こ）

★★焼焼ききいいもも交交流流会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

☆☆たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい交交流流

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

☆☆雪雪遊遊びび交交流流会会

☆☆小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

☆☆体体験験入入学学

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換生生活活科科等等交交流流

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

☆☆ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ☆☆ひひままわわりりのの種種植植ええ ☆☆ひひままわわりり収収穫穫 ☆☆ひひままわわりり種種取取りり

☆☆運運動動会会予予行行練練習習見見学学 ☆☆ママララソソンン練練習習 ☆☆ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交 ☆☆学学習習発発表表会会予予行行練練習習見見学学

１１年年生生授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育参観・協議(保) 保保育育体体験験

架架けけ橋橋会会議議

市教委夏季研修会への参加

保育参観・協議（こ）

○○運運動動会会にに向向けけてて園園ののリリーーダダーーととししててのの役役割割にに気気付付きき、、目目標標にに向向かかっってて

友友達達とと協協力力しし合合いい、、楽楽ししみみななががらら行行事事にに参参加加すするる。。

・リレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話し合い、試した

応援し合ったりしながら楽しむ。

・運動会を振り返り、楽しかったことやがんばったことを伝え合う。

○○身身近近なな春春のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたたここととやや

気気付付いいたたここととをを伝伝ええ合合っったたりり遊遊びびにに取取

りり入入れれたたりりししてて楽楽ししむむ。。

・見付けた虫や植物を見合ったり、興味

をもったことを図鑑等で調べたりする。

・友達とイメージを伝え合い、料理ごっ

こやジュース屋さんごっこ等を楽しむ。

・生き物の餌や飼い方を調べて、大切に

お世話する。

○○ひひままわわりり活活動動にに興興味味ををももちち、、

種種植植ええやや草草取取りりななどどのの活活動動

をを楽楽ししむむ。。

・種の植え方をよく聞いて、

友達や小学生、地域の方と

一緒に行う。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

○○夏夏のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたた

ここととやや気気付付いいたたこことと伝伝ええ

合合っったたりり遊遊びびにに取取りり入入れれ

たたりりししてて楽楽ししむむ。。

・身近な用具を活用して友

達とイメージを伝え合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・友達とイメージを伝合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・小学校のプールで１年生

と一緒にいろいろな水遊

びに挑戦する。

○○夕夕涼涼みみ会会ややおおままつつ

りりごごっっここをを楽楽ししくく

すするるたためめにに友友達達とと

考考ええをを出出しし合合っってて

進進めめてていいくく。。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

☆☆ひひままわわりりススタターートト集集会会 ☆☆ひひままわわりり感感謝謝集集会会

○○ひひままわわりりのの収収穫穫やや

種種取取りりをを小小学学生生やや

地地域域のの方方とと一一緒緒にに

行行いい、、自自分分たたちちもも

地地域域のの中中ででででききるる

ここととががああるるここととにに

気気付付くく。。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量や重い・軽

いなどの言葉の意

味を実感する。

○○身身近近なな秋秋のの自自然然にに興興味味ををももちち、、友友達達やや１１年年生生とと

協協力力ししてて遊遊びびにに取取りり入入れれ、、楽楽ししむむ。。

・秋の木の実等を使ってつくりたいもののイメージ

を友達とやり取りしながら工夫して作る。

・「あきの交流」に向けて、１年生と一緒にやりた

いことをみんなで話し合い、提案する。

・「あきの交流」で

１年生や他園の年

長児とやり取りし

て遊びを工夫する。

・交流での遊びを園

でも取り入れて、

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

架架けけ橋橋会会議議

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

○○友友達達やや１１年年生生とと協協力力ししてて雪雪遊遊びびをを楽楽ししむむ。。

・気温の変化による雪質の変化や自然の

不思議さに気付き、遊びに取り入れる。

・ソリ遊び、雪合戦、雪だるまつくり等、

遊び方やルールを話し合って遊ぶ。

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

小
学
校
区
で
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指
す
子
ど
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の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや思ったことなどを友達と伝
え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

野菜やひまわりが育つ様子に興味をもち、気付いたことや不思
議に思ったことを図鑑で調べたり友達と伝え合ったりする。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

年長として、年下の子どもに優しく接したり、クラスの友達と協
力し合って当番活動や役割をがんばろうとする。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

 　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発
揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合
わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけ
たたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽
しさを味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりしし
てて協協力力ししてて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、文字や数字等の便利さに気付いて遊びに取り入れる
ことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、情景や心情のイメージを広げて遊びに取
り入れたり、発表に生かしたりする。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたり、自分にできることをしようとする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・

幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な
どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○年年長長ととししててのの役役割割をを意意識識ししてて喜喜んんでで活活動動にに取取りり組組むむ。。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

○○縄縄跳跳びび、、跳跳びび箱箱、、鉄鉄棒棒ななどどのの目目標標をを決決めめてて、、ああききららめめずずにに

繰繰りり返返しし挑挑戦戦すするる。。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも友達と励まし

合ったり競い合ったりして取り組もうとする。

・頑張りを認め合いできた喜びを味わう。

○○ゆゆううぎぎ会会、、おおたたののししみみ会会

にに向向けけてて内内容容やや役役割割ををみみ

んんななでで話話しし合合いい、、協協力力しし

合合っっててややりり遂遂げげるる。。

・劇のシナリオや道具など

のアイディアを出し合い、

みんなで考えたり工夫し

たりして協力してつくる。

・お互いに見合ったりアド

バイスし合ったりして、

表現を工夫する。

○○ククリリススママスス会会やや終終業業式式をを通通ししてて、、１１年年

がが終終わわるるここととにに気気付付きき、、遊遊具具やや保保育育室室

ななどどへへ感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。。

・みんなで役割を分担して協力し合って

片付けたり大掃除をしたりする。

○○小小学学校校のの図図書書室室をを訪訪れれ、、小小学学校校生生活活へへのの期期待待をを高高めめるる。。

・１年生や図書委員会とやり取りしながら好きな本を選ぶ。

・園で借りた本を読んだり、面白いところを紹介し合った

りしてお話に興味をもつ。

○○ドドッッジジボボーールルやや

やや鬼鬼ごごっっここ等等、、

遊遊びび方方をを工工夫夫しし

てて遊遊ぶぶ。。

・友達とルールや

作戦を話し合い

試しながら遊ぶ。

・トラブルや困っ

たことを自分た

ちで話し合って

解決しようとす

る。

○友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

○○友友達達とと一一緒緒にに伝伝承承遊遊びび

をを楽楽ししむむ。。

・かるた、すごろく、コ

マ回し等、友達と教え

合ったりルールを工

夫したりして遊ぶ。

○小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

☆稲刈り（５年生・こ）

★★焼焼ききいいもも交交流流会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

☆☆たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい交交流流

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

☆☆雪雪遊遊びび交交流流会会

☆☆小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

☆☆体体験験入入学学

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換生生活活科科等等交交流流

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

☆☆ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ☆☆ひひままわわりりのの種種植植ええ ☆☆ひひままわわりり収収穫穫 ☆☆ひひままわわりり種種取取りり

☆☆運運動動会会予予行行練練習習見見学学 ☆☆ママララソソンン練練習習 ☆☆ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交 ☆☆学学習習発発表表会会予予行行練練習習見見学学

１１年年生生授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育参観・協議(保) 保保育育体体験験

架架けけ橋橋会会議議

市教委夏季研修会への参加

保育参観・協議（こ）

○○運運動動会会にに向向けけてて園園ののリリーーダダーーととししててのの役役割割にに気気付付きき、、目目標標にに向向かかっってて

友友達達とと協協力力しし合合いい、、楽楽ししみみななががらら行行事事にに参参加加すするる。。

・リレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話し合い、試した

応援し合ったりしながら楽しむ。

・運動会を振り返り、楽しかったことやがんばったことを伝え合う。

○○身身近近なな春春のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたたここととやや

気気付付いいたたここととをを伝伝ええ合合っったたりり遊遊びびにに取取

りり入入れれたたりりししてて楽楽ししむむ。。

・見付けた虫や植物を見合ったり、興味

をもったことを図鑑等で調べたりする。

・友達とイメージを伝え合い、料理ごっ

こやジュース屋さんごっこ等を楽しむ。

・生き物の餌や飼い方を調べて、大切に

お世話する。

○○ひひままわわりり活活動動にに興興味味ををももちち、、

種種植植ええやや草草取取りりななどどのの活活動動

をを楽楽ししむむ。。

・種の植え方をよく聞いて、

友達や小学生、地域の方と

一緒に行う。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

○○夏夏のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたた

ここととやや気気付付いいたたこことと伝伝ええ

合合っったたりり遊遊びびにに取取りり入入れれ

たたりりししてて楽楽ししむむ。。

・身近な用具を活用して友

達とイメージを伝え合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・友達とイメージを伝合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・小学校のプールで１年生

と一緒にいろいろな水遊

びに挑戦する。

○○夕夕涼涼みみ会会ややおおままつつ

りりごごっっここをを楽楽ししくく

すするるたためめにに友友達達とと

考考ええをを出出しし合合っってて

進進めめてていいくく。。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

☆☆ひひままわわりりススタターートト集集会会 ☆☆ひひままわわりり感感謝謝集集会会

○○ひひままわわりりのの収収穫穫やや

種種取取りりをを小小学学生生やや

地地域域のの方方とと一一緒緒にに

行行いい、、自自分分たたちちもも

地地域域のの中中ででででききるる

ここととががああるるここととにに

気気付付くく。。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量や重い・軽

いなどの言葉の意

味を実感する。

○○身身近近なな秋秋のの自自然然にに興興味味ををももちち、、友友達達やや１１年年生生とと

協協力力ししてて遊遊びびにに取取りり入入れれ、、楽楽ししむむ。。

・秋の木の実等を使ってつくりたいもののイメージ

を友達とやり取りしながら工夫して作る。

・「あきの交流」に向けて、１年生と一緒にやりた

いことをみんなで話し合い、提案する。

・「あきの交流」で

１年生や他園の年

長児とやり取りし

て遊びを工夫する。

・交流での遊びを園

でも取り入れて、

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

架架けけ橋橋会会議議

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

○○友友達達やや１１年年生生とと協協力力ししてて雪雪遊遊びびをを楽楽ししむむ。。

・気温の変化による雪質の変化や自然の

不思議さに気付き、遊びに取り入れる。

・ソリ遊び、雪合戦、雪だるまつくり等、

遊び方やルールを話し合って遊ぶ。

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・
　
　
　
・

・
　
　
　
・・ ・ ・

　
　
　
・

・

　 　

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

☆ ☆ ☆
　
 

☆
　
○
　
○

☆

○ ○ ○ ○

○ ○

・ ・

・ ・

・ ・

目標をもって意欲的に取り組む姿を認め、自信をもって自分らし
さを発揮できるように励ます。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、ともに成
長を喜び合えるようにする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの様子や行事などの参観や面談などを通して、どのような
育ちを願い、どんなを経験をさせたいか、子どもの変容を伝え
ながら成長を共有していく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

一人一人の興味・関心に応じた絵本との出会いを大切にし、絵
本に親しむ環境を工夫する。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

ゆうぎ会やおたのしみ会に向けて、みんなで一つの劇や合奏な
どを創り上げる喜びを味わうことができるようにする。

運動会に向けて、園のリーダーとして役割を果たしたり友達と協
力して練習したりして初めての行事を楽しみ、達成感を味わえる
ようにする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

ゆうぎ会やおたのしみ会へ向けての取り組み、本番での頑張り
を認めてもらい、自信や意欲に繋げていく。
就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

・
　
・
　
　
　
　
・

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、場所
や時間、素材や道具などを十分に用意し、遊びを保障する。

家
庭
と
の
連
携

　
　
☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

　
　
◯
環
境
の
構
成

行行事事・・FFCC

子子どどもものの
交交流流

☆☆小小学学校校とと
★★園園同同士士

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

職職員員のの交交流流
他他

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
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進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

・
　
　
・

友達と互いの思いや考えを共有し、行事や遊びの中で目的が達
成できるように話し合ったり協力し合ったりする。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付きなが
ら仲間としてのつながりを深める。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

鬼ごっこやリレー遊びなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

絵本や図鑑に親しみ、気付いたことや思ったことなどを友達と伝
え合うことを楽しむ。

遊びの目的に沿って時間をうまく使ったり、場所や遊具を選ん
だりして、友達と思いを伝え合いながら遊びを進める。

野菜やひまわりが育つ様子に興味をもち、気付いたことや不思
議に思ったことを図鑑で調べたり友達と伝え合ったりする。

運動会に向けて遊んだり活動したりする中で、友達と協力し合っ
たり、応援し合ったりして行事を楽しむ。

年長として、年下の子どもに優しく接したり、クラスの友達と協
力し合って当番活動や役割をがんばろうとする。

・
　
　
・

・
　
　
・

年長になったという自覚を持ち、園生活の流れに見通しをもって
自分らしさを発揮する。

様々な行事に向かったり運動遊びに取り組んだりする中で、自分
なりの目標を立ててあきらめないで挑戦しようとする。

・
　
　
・

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自分たちで生活
を進めようとする。

プール遊びや水遊びなど、体を動かす遊びに繰り返し挑戦し、
できるようになった達成感を味わい、様々な運動遊びに挑戦し
ようとする。

期期 55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期

ねね
らら
いい

 　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを十十分分にに発発
揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有しし、、力力をを合合
わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲間意識を高める。

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合いいをを付付けけ
たたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊びや生活を進める楽
しさを味わう。

・
　
　
　
・

・
　
　
・

５５歳歳児児　　第第４４期期
1122

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ入入れれ合合っったたりりしし
てて協協力力ししてて、遊びを進める楽しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

冬の自然に触れ、季節の変化や不思議さに気付いたり、気付いたことを
遊びに取り入れたりする。

遊びや生活の中で、文字や数字等の便利さに気付いて遊びに取り入れる
ことを楽しむ。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割をやり遂
げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信をもって行動できるよ
うにしていく。

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々への感謝
の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

こども園や保育園の年長児や１年生との交流を通して、体験し
たことや自分の思いを保育者や友達とやり取りしながら遊びを
広げる楽しさを味わう。

絵本や物語に親しみ、情景や心情のイメージを広げて遊びに取
り入れたり、発表に生かしたりする。

月月 44 55 66 77 88

・
　
　
・

生活や遊びに見通しをもち、使う物を進んで準備したり整えたり、片付
けたり、自分にできることをしようとする。

園生活や年長組での生活を振り返って、自分や友達の成長に気付き、自
信をもって小学校に進もうとする。

当番活動などで、自分たちにできることを見付け、生活や遊び
を自分たちで進めていく楽しさや充実感を味わう。

縄跳びや運動遊び等で、自分の目標を立て、できるまで挑戦す
ることの楽しさや達成感を味わう。

99

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで遊びを進
める姿を認め、満足感をもてるようにする。

遊びや生活の中で、嬉しかったことや悲しかったこと、できるように
なったことなどを友達と伝え合って共有したり、共感し合ったりする喜
びを味わう。

卒園に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合い、役割を
分担したり協力し合ったりしながら創り上げることを楽しむ。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できるよう、ま
た、不安がないように支援する。
子どものがんばりやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自信と期
待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願いする。

・
　
・

幼保小中連携メディアコントロール週間や就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい力や、起床、就寝、食事、メディアの時間な
どの生活習慣を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

1111

遊びの中で友達の思いに気付いたり、自分の思いを伝えたりし
ながら共通の目的に向かって協力し合う楽しさを味わう。

ゆうぎ会・おたのしみ会に向けて、友達とアイディアを出し
合ったり励まし合って取り組んだりしながら、一つのことに向
かう充実感を味わう。

1100

・
　
　
・

3311 22

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまり感謝集会

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○年年長長ととししててのの役役割割をを意意識識ししてて喜喜んんでで活活動動にに取取りり組組むむ。。

・クラスの友達と教え合いながら当番活動を行う。

・なかよし集会や園内探検など縦割りでの活動や関わりを通して、年下

の友達に優しく教えたり一緒に遊んだりする。

○○縄縄跳跳びび、、跳跳びび箱箱、、鉄鉄棒棒ななどどのの目目標標をを決決めめてて、、ああききららめめずずにに

繰繰りり返返しし挑挑戦戦すするる。。

・自分の興味のあることや少し難しいことにも友達と励まし

合ったり競い合ったりして取り組もうとする。

・頑張りを認め合いできた喜びを味わう。

○○ゆゆううぎぎ会会、、おおたたののししみみ会会

にに向向けけてて内内容容やや役役割割ををみみ

んんななでで話話しし合合いい、、協協力力しし

合合っっててややりり遂遂げげるる。。

・劇のシナリオや道具など

のアイディアを出し合い、

みんなで考えたり工夫し

たりして協力してつくる。

・お互いに見合ったりアド

バイスし合ったりして、

表現を工夫する。

○○ククリリススママスス会会やや終終業業式式をを通通ししてて、、１１年年

がが終終わわるるここととにに気気付付きき、、遊遊具具やや保保育育室室

ななどどへへ感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。。

・みんなで役割を分担して協力し合って

片付けたり大掃除をしたりする。

○○小小学学校校のの図図書書室室をを訪訪れれ、、小小学学校校生生活活へへのの期期待待をを高高めめるる。。

・１年生や図書委員会とやり取りしながら好きな本を選ぶ。

・園で借りた本を読んだり、面白いところを紹介し合った

りしてお話に興味をもつ。

○○ドドッッジジボボーールルやや

やや鬼鬼ごごっっここ等等、、

遊遊びび方方をを工工夫夫しし

てて遊遊ぶぶ。。

・友達とルールや

作戦を話し合い

試しながら遊ぶ。

・トラブルや困っ

たことを自分た

ちで話し合って

解決しようとす

る。

○友達や先生に伝

えたいことを文

字や絵で表現し

やりとりを楽し

む。

・ゆうびん屋さん

に興味をもち、

ポストを作った

り係を決めて手

紙や葉書などを

配達したりする

ことを楽しむ。

○○友友達達とと一一緒緒にに伝伝承承遊遊びび

をを楽楽ししむむ。。

・かるた、すごろく、コ

マ回し等、友達と教え

合ったりルールを工

夫したりして遊ぶ。

○小学校に行った

ら何を頑張りた

いかなどを友達

と伝え合い、小

学校への期待を

もつ。

・卒園式やお別れ

会の歌や言葉を

みんなで考え、

在園児や保護者、

先生方に感謝の

思いを伝える。（（アア～～ココ））はは「「１１００のの姿姿」」

★★はは子子どどもものの交交流流

就学時健診

秋の遠足・自然観察

☆稲刈り（５年生・こ）

★★焼焼ききいいもも交交流流会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ゆうぎ会(こ) おたのしみ会(保)

☆☆たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい交交流流

クリスマス会

２学期終業式(こ)

３学期始業式(こ)

☆☆雪雪遊遊びび交交流流会会

☆☆小小学学校校のの図図書書室室にに行行ここうう

節分豆まき会

内科健診

新入園児

説明会

☆☆体体験験入入学学

ひなまつり会

おわかれ会

卒園式

小学校市教研総合研への参加 要要録録・・個個別別のの教教育育・・保保育育

支支援援計計画画送送付付
新新１１年年生生のの情情報報交交換換生生活活科科等等交交流流

打打ちち合合わわせせ

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植え 除草 ひまわりサマーウィーク ひまわり収穫 ひまわり種取り

入園式

１学期始業式(こ)

なかよし集会(保) 保育参観

祖父母交流会(保)

内科健診 運動会

歯科検診 個人面談(こ)

七夕集会 夕涼み会(保)

１学期終業式(こ) サマーキャンプ(お泊まり保育)(こ)

親子遠足(保) 眼科検診

向陽太鼓指導(こ)

２学期始業式(こ)

☆☆ひひままわわりりのの種種袋袋詰詰めめ ☆☆ひひままわわりりのの種種植植ええ ☆☆ひひままわわりり収収穫穫 ☆☆ひひままわわりり種種取取りり

☆☆運運動動会会予予行行練練習習見見学学 ☆☆ママララソソンン練練習習 ☆☆ププーールル授授業業・・水水遊遊びび交交 ☆☆学学習習発発表表会会予予行行練練習習見見学学

１１年年生生授授業業参参観観・・情情報報交交換換

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保育参観・協議(保) 保保育育体体験験

架架けけ橋橋会会議議

市教委夏季研修会への参加

保育参観・協議（こ）

○○運運動動会会にに向向けけてて園園ののリリーーダダーーととししててのの役役割割にに気気付付きき、、目目標標にに向向かかっってて

友友達達とと協協力力しし合合いい、、楽楽ししみみななががらら行行事事にに参参加加すするる。。

・リレー遊びや鬼ごっこ等の中で、ルールや作戦を話し合い、試した

応援し合ったりしながら楽しむ。

・運動会を振り返り、楽しかったことやがんばったことを伝え合う。

○○身身近近なな春春のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたたここととやや

気気付付いいたたここととをを伝伝ええ合合っったたりり遊遊びびにに取取

りり入入れれたたりりししてて楽楽ししむむ。。

・見付けた虫や植物を見合ったり、興味

をもったことを図鑑等で調べたりする。

・友達とイメージを伝え合い、料理ごっ

こやジュース屋さんごっこ等を楽しむ。

・生き物の餌や飼い方を調べて、大切に

お世話する。

○○ひひままわわりり活活動動にに興興味味ををももちち、、

種種植植ええやや草草取取りりななどどのの活活動動

をを楽楽ししむむ。。

・種の植え方をよく聞いて、

友達や小学生、地域の方と

一緒に行う。

・自分の役割を最後までがん

ばろうとする。

○○夏夏のの自自然然にに触触れれ、、感感じじたた

ここととやや気気付付いいたたこことと伝伝ええ

合合っったたりり遊遊びびにに取取りり入入れれ

たたりりししてて楽楽ししむむ。。

・身近な用具を活用して友

達とイメージを伝え合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・友達とイメージを伝合っ

たり予想したり試したり

して水遊びを楽しむ。

・小学校のプールで１年生

と一緒にいろいろな水遊

びに挑戦する。

○○夕夕涼涼みみ会会ややおおままつつ

りりごごっっここをを楽楽ししくく

すするるたためめにに友友達達とと

考考ええをを出出しし合合っってて

進進めめてていいくく。。

・困ったことやもっ

と工夫したいこと

を振り返り、協力

して準備する。

・年下の子どもたち

を喜ばせるような

出店や関わり方を

考え、工夫する。

ひまわりスタート集会

☆☆ひひままわわりりススタターートト集集会会 ☆☆ひひままわわりり感感謝謝集集会会

○○ひひままわわりりのの収収穫穫やや

種種取取りりをを小小学学生生やや

地地域域のの方方とと一一緒緒にに

行行いい、、自自分分たたちちもも

地地域域のの中中ででででききるる

ここととががああるるここととにに

気気付付くく。。

・ひまわりの種を数

えたり、大きさや

重さを比べたりし

て数量や重い・軽

いなどの言葉の意

味を実感する。

○○身身近近なな秋秋のの自自然然にに興興味味ををももちち、、友友達達やや１１年年生生とと

協協力力ししてて遊遊びびにに取取りり入入れれ、、楽楽ししむむ。。

・秋の木の実等を使ってつくりたいもののイメージ

を友達とやり取りしながら工夫して作る。

・「あきの交流」に向けて、１年生と一緒にやりた

いことをみんなで話し合い、提案する。

・「あきの交流」で

１年生や他園の年

長児とやり取りし

て遊びを工夫する。

・交流での遊びを園

でも取り入れて、

いろいろな表現を

工夫しながら遊ぶ。

保育参観

除除草草

きりたんぽまつり・産業祭

ひまわり商品販売

教職員研究実践発表会

架架けけ橋橋会会議議

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

○○友友達達やや１１年年生生とと協協力力ししてて雪雪遊遊びびをを楽楽ししむむ。。

・気温の変化による雪質の変化や自然の

不思議さに気付き、遊びに取り入れる。

・ソリ遊び、雪合戦、雪だるまつくり等、

遊び方やルールを話し合って遊ぶ。

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

令和7年度 釈迦内小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
架け橋期に期待する子どもの姿　大館市 周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   夢や目標をもち進んで学ぶ子ども（ドリームグリーン）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　釈迦内小学校区　　　　　　　　　　　　自分も友達も大切にし協力し合う子ども（ビューティフルブルー）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきらめずに挑戦し、やりとげる子ども（チャレンジレッド）（チアイエロー）

前向きな心
美しい心
挑戦の心

29 30

| | | | 

I ＜さくらタイム＞ （イウカケコ） 遊びや活動を振り返り、明日の遊びにつなげる。

くみんなで力を合わせよう＞ （アイウカケ） ＊くなつをたのしもう＞ くみんなで進めよう＞ ＊＜ひまわり活動＞
（アイウカキケ） （イウカクケ） （イウオキ）

＜一緒に遊ぽう＞（イウカキケ） ＊＜ひまわり活動＞
（イウオキ）

くみんなで挑戦しよう＞ （アイウ）
く年長になったよ＞ （イウエオ） :t 必 竺』

r ― l 

I I | | こコ | I I I I | 

□ | 1ロニ］ 仁仁 仁 I I I | | 
1ロニ

| | I□ | | | I I I I | 

11 I I ［コ | II 
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［三
| | 

| I I | | | 

| 
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２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像
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☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○
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・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・
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・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

目目指指すす子子どどもも像像

・ ・ ・ ・

・

・

・ ・ ・
　
　
　
・

・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆ ☆ ☆

○ ○ ☆

○ ○ ○

・ ・ ・ ・

・ ・
　
　
・

・ ・

・ ・ ・ ・

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願い
する。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、継
続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒めた
り認めたりしてもらえるようにする。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるように、子ども
の作品やカード、写真などを掲示する。

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活への意欲を
高める。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもらうようお願
いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かない内面の成
長についても気付かせてもらうようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認したりしな
がら、進級に向けての準備をしてもらうようにする。

秋の素材を生かして作りたいものに合った材料を選んで作ったり、
友達とイメージを伝え合って表現方法や遊び方等を工夫したりす
る。

ひまわりの収穫や種取りなどの活動を通して、植物が成長している
ことや生命をつないでいることに気付く。

１年間を通してできるようになったことを、言葉や絵、動作など様々な
表現方法を工夫して伝え合う。

交流会で新しい１年生に学校のことを分かりやすく伝えるために、内容
や方法を工夫する。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返った
りする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互いのよさを実
感できるようにする。

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的に
広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できるよう
にする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにする。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工夫できるよ
うにする。

・

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力してい
る姿を価値付けし、意欲を高める。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工夫
したりする。

子子どどもものの
交交流流

職職員員のの交交流流
他他

家
庭
と
の
連
携

登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへ
の取組を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとと
もに、様々な人に支えられていることに気付けるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、
自信をもって活動できるようにする。

子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち落ち着い
て生活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題にな
ることを具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせ
や音読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの
教育的価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施策
等について伝え、理解を得る。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が見
通しをもてるようにする。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよう
にするとともに、家庭でも話題にしたり褒めたりしてもらえるよう
にする。

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励まし
たり、児童の話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学
級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返
す活動を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させる
ようにする。

令和７年度　釈迦内小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生4月〜3月）

月月 55 6644 1100 1111 1122 11 2277 3388 99

楽しい学級にするために、自分にできる仕事を考えたり話し合っ
たりして決め、進んで役割を果たそうとする。

学習や生活、行事等の中で、目標に向かって自分の力を発揮し、
粘り強く取り組む。

これまでの学級活動（係や当番）を振り返り、よりよい学級にする
ためにどうするか考え、やり遂げようとする。

学習や生活、行事等の中で、自分の目標を達成するよう諦めずに取
り組む。

新しい１年生に楽しんでもらうために、自分でできる仕事を考えたり、
話し合ったりして、自分の役割を果たそうとする。

２年生に向けて、自分の目標を決めて今できることに粘り強く取り組
む。

・

・

・

ひまわり活動などでお世話になった地域の方々への感謝の思いを伝
える方法を話し合い、みんなで協力して感謝集会を開く。

話し手の意図や思いを考えながら聞いたり、自分の思いが相手に伝
わるように分かりやすく話そうとしたりする。

雪遊び交流や交流会で楽しんでもらえるように活動の内容や表現方法を
話し合い、みんなで協力して実践する。

友達の話に共感しながら聞き、質問したり感想を伝えたり、相手の発言
を受けて話をつないだりしている。

小小学学校校１１年年　　第第３３期期 小小学学校校１１年年　　第第４４期期

行行事事・・FFCC

ねね
らら
いい

小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組み、学学級級のの友友
達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合いい、楽しく、安心して生活す
る。

小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに活活動動すす
るる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、意欲的に活動や学習に取り組む。

たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いいやや願願いいをを感感じじ
ななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体的的にに活動や学習に取り組
む。

自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合いい、、相相手手のの気気持持ちちをを
尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて活動や学習に取り組む。

学校探検や春探しなどで見付けたことや気付いたことから伝えたい
ことを選んで伝えたり、疑問に思ったことをさらに調べたりする。

新しく出会う友達や教師、上級生等と進んで関わり、一緒に活動す
る楽しさや喜びを感じる。

楽しく学習や生活をするために大切なこと（返事や挨拶、約束やマ
ナー、言葉遣い等）に気付き、進んで実践しようとする。

・
　
　
　
・
・

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

自分の好きなものやよいところ、できるようになりたいこと等を友
達と伝え合う。

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

学校生活に見通しをもって、自分でできることは自分でしようとし
たり、学習の準備を意欲的に行ったりする。

あさがおやひまわりの成長に見通しをもち、成長の様子や開花へ
の期待を友達と伝え合う。

ひまわりの種を袋に詰める活動で、種の数え方や地域の人に喜ん
でもらえるカード等を工夫する。

運動遊びに進んで取り組み、順番やきまりを守りながら誰とでも仲
よく運動をする。

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験
　
○
ね
ら
い
・
内
容

進進

んん

でで

学学

ぶぶ

子子

どど

もも

（（

思思

考考

力力
））

ひひ

まま

わわ

りり

活活

動動

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

上級生や学校を支えている方々、地域の方など、いろいろな人と
進んで関わり、協力して活動する。

聞き手を見て話したり、話し手に共感して相づちなどの反応をし
ながら最後まで話を聞いたりする。

期期 小小学学校校11年年　　第第１１期期 小小学学校校11年年　　第第２２期期

協協

力力

しし

合合

うう

子子

どど

もも

（（

協協

同同

性性
））

ああ

きき

らら

めめ

ずず

挑挑

戦戦

すす

るる

子子

どど

もも

（（

自自

立立

心心
））

○○雪雪やや氷氷ななどどをを利利用用ししたた、、冬冬なな

ららででははのの遊遊びびのの楽楽ししささにに気気付付

きき、、友友達達とと仲仲よよくく遊遊ぶぶ。。

体体育育「「ススキキーー遊遊びび」」

・寒さに負けず、進んでスキー

遊びに取り組む。

国国語語「「ききききたたいいなな、、

ととももだだちちのの ははななしし」」

・冬休みや冬の遊びで体験した

ことを友達に詳しく話したり、

聞いたりする。

★★生生活活等等「「ふふゆゆのの交交流流」」

・雪や氷を使った遊びを友達と

一緒に考えたり、遊びを発展

させたりする。

・５歳児と一緒にルールや作戦

などを話し合いながら工夫し

て交流を楽しむ。

・遊びを振り返り、次の交流会

に生かす。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿 大大館館市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

夢夢やや目目標標ををももちち進進んんでで学学ぶぶ子子どどもも（（ドドリリーームムググリリーーンン））

釈釈迦迦内内小小学学校校区区 自自分分もも友友達達もも大大切切ににしし協協力力しし合合うう子子どどもも（（ビビュューーテティィフフルルブブルルーー））

ああききららめめずずにに挑挑戦戦しし、、ややりりととげげるる子子どどもも（（チチャャレレンンジジレレッッドド））（（チチアアイイエエロローー））

ひまわりの種袋詰め ひまわりの種植えひまわりスタート集会

一戸一ひまわり運動 除草

除草 かかし教室

前前向向ききなな心心

美美ししいい心心

挑挑戦戦のの心心

○○友友達達やや先先生生とと自自己己紹紹介介しし合合っったたりり、、学学校校探探

検検でで見見付付けけたたももののやや気気付付いいたたここととをを友友達達とと

伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

国国語語「「どどううぞぞよよろろししくく」」

・友達や先生と自己紹介し合う。

「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・場面に応じた言葉で話す。

「「ここんんななもものの みみつつけけたたよよ」」

・学校探検で見付けたものを友達と伝え

合う。

図図工工「「すすききななもものの いいっっぱぱいい」」

・すきなものや見付けたものを絵に表す。

道道徳徳「「どどううししててここううななるるののかかなな」」

・楽しく生活するためのルールやマナー

を考え、守ろうとする。

体体育育「「体体ほほぐぐししのの運運動動遊遊びび・・固固定定施施設設遊遊びび」」

・友達と一緒に校庭の遊具で遊んだり、

かけっこをしたりする。

音音楽楽「「ううたたででななかかよよしし」」「「ななままええああそそびび」」

・園で歌っていた歌や春の歌を歌う。

・名前でリズム遊びをする。

○○ああささががおおととひひままわわりりのの種種をを植植ええ、、

そそのの変変化化やや成成長長のの様様子子にに関関心心ををもも

ちちななががらら世世話話ををすするる。。

国国語語「「ななんんてていいおおううかかなな」」

・地域の方や上級生に種の植え

方を聞く。

「「ととししょょかかんんへへいいここうう」」

・図鑑で育て方を調べる。

道道徳徳「「ああささががおお」」

・どんな気持ちで植物の世話を

すればよいか考える。

算算数数「「ななかかままづづくくりりととかかずず」」

・種の数を数えたり、数のまと

まりを作ったりする。

常常時時活活動動・・係係活活動動

・朝の時間や中休みの時間に、

水やりをしたり、成長の様子

を観察したりする。

生生活活「「ひひままわわりりのの草草取取りりををししよようう」」

★★５５歳歳児児とと一一緒緒にに草草取取りりををすするる。。

○○ややっっててみみたたいい仕仕事事にに挑挑戦戦ししたた

りり、、ああっったたららいいいいななとと思思うう仕仕事事

をを考考ええてて試試ししててみみたたりりすするる。。

・あったらいいなと思う仕事を見

付けて発表する。

・自分でやりたい仕事を決める。

・役割を決め、係の仕事に取り組む。

・活動を振り返って、学級の係活

動にしたらよいものを選ぶ。

○○自自分分のの好好ききななここととやや得得意意ななこことと、、でで

ききるるよよううににななりりたたいいこことと、、夢夢ななどどをを

考考ええ、、キキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて友友達達

とと伝伝ええ合合うう。。

道道徳徳「「みみんんななじじょょううずず」」

・自分のよいところを見付ける。

○○友友達達とと考考ええをを出出しし合合いい、、

協協働働的的にに学学びび合合うう。。

・見通しもち、まずは自分の力

でやってみる。

・自分の考えを発表する。

・友達の話を反応しながら聞く。

・よりよい方法を考える。

・振り返りをする。

入学式 新任式・始業式

給食開始

下校指導

1年生を迎える会

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室

町内児童会・集団下校

PTA授業参観・懇談会

発育測定・内科検診 マラソン運動

地域訪問

運動会 田植え(5年)

新体力テスト

PTA授業参観・懇談会

ひひままわわりりのの種種植植ええ・・除除草草((22年年))

読書強調月間

終業式 避難訓練

地域防災活動(小・中)

ななつつのの遊遊びび・・

ププーールル授授業業交交流流

幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験

夏季研修会
１１年年生生授授業業参参観観・・協協議議

生生活活科科授授業業参参加加

ひまわり収穫

ひまわりサマーウィーク ひまわり種取り

きりたんぽまつり・産業祭・ひまわり商品販売

ひまわり感謝集会

２学期始業式

学習発表会予行練習見学

就学時健診

たたののししいい秋秋いいっっぱぱいい

（（１１年年生生））
稲刈り(5年)

架架けけ橋橋会会議議

２学期終業式 ３学期始業式

架架けけ橋橋会会議議生生活活科科等等交交流流打打ちち合合わわせせ 教職員研究実践発表会
新新１１年年生生のの情情報報交交換換 要録・個別の支援計画の活用

体体験験入入学学交交流流会会

スキー授業・スキー教室

PTA授業参観・研修会

児童総会

来年度のひまわり活動についての提案

図図書書室室へへ行行っっててみみよようう

雪雪遊遊びび交交流流会会

修了式

卒業式

６年生を送る会

PTA授業参観

児童総会

学習発表会

○○５５歳歳児児ととのの関関わわりりをを深深めめ、、成成長長のの喜喜びびやや感感謝謝のの

気気持持ちち、、進進級級へへのの期期待待・・意意欲欲ををももつつ。。

★★生生活活「「新新ししいい１１年年生生ををししょょううたたいいししよようう」」

・新１年生のために、どんなことができるか考え

て話し合い、計画、実践する。

★★国国語語「「新新１１年年生生にに本本のの借借りり方方をを教教ええよようう」」

生生活活「「あありりががととううわわたたししたたちちのの教教室室」」

・１年間使用した教室に感謝の気持ちをもち、掃

除をしたり、新一年生のために作品を飾ったりする。

道道徳徳「「みみんんななみみんんなな、、あありりががととうう」」

・自分でできるようになったことを伝え合い、

支えてくれた人たちへの感謝の気持ちを表す。

○○協協力力しし合合っったた友友達達やや５５歳歳児児、、

地地域域のの方方にに感感謝謝をを伝伝ええるる。。

生生活活「「ひひままわわりりのの収収穫穫」」

・友達や５歳児と協力して収穫・

種取りをする。

特特活活「「ひひままわわりり感感謝謝集集会会」」

・お世話になった人たちと進んで

交流し、感謝の気持ちを伝える。

＜共通の視点＞

思考力

協同性

自立心

釈迦内小学校区
釈迦内小学校

向陽こども園

釈迦内保育園

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((保保))

保保育育参参観観・・研研究究協協議議((ここ))

○○目目当当ててにに向向かかっってて友友達達やや上上級級生生とと協協

力力ししてて取取りり組組むむ。。行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

行行事事「「春春のの大大運運動動会会」」

体体育育「「走走のの運運動動遊遊びび」」

・かけっこや玉入れ競争、ダンスな

どの運動遊びに取り組む。

・順番やきまりを守り、誰とでも仲

良く遊ぶ。

学学活活「「運運動動会会ででががんんばばりりたたいいこことと」」

・自分の目標を決めて取り組む。

○○学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし

合合いいななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」劇劇

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

道道徳徳「「ややれればばででききるるんんだだ」」

・最後までやり通すために、何が

大切か考え、諦めずに努力しよ

うとする。

○○秋秋ののももののをを使使っったたおおももちちゃゃやや楽楽器器等等

のの遊遊びびをを基基にに交交流流のの計計画画をを立立てて、、５５

歳歳児児とと一一緒緒にに交交流流をを楽楽ししむむ。。

★★生生活活「「ああききののおおももちちゃゃををつつくくろろうう」」

・おもちゃや楽器を作るために必要な

材料を集めたり、作り方や遊び方な

どを考えたりして伝え合う。

★★生生活活等等「「ああききままつつりりををししよようう」」

・秋のおもちゃや楽器を使って、どん

な交流にするか話し合い、活動内容

や遊び方、ルールなどを考える。

・友達と協力してあきまつりの準備を

する。

・５歳児と一緒に話し合いながら工夫

して交流を楽しむ。

道道徳徳「「くくりりのの みみ」」

・困っている人のために、どんなこと

ができるか考え、相手に思いやりを

○○一一年年間間をを振振りり返返っってて、、頑頑張張っったたここととやや出出来来るるよよ

ううににななっったたここととななどどををキキャャリリアアノノーートトにに書書いいてて

伝伝ええ合合いい、、自自他他のの成成長長にに気気付付くく。。

生生活活「「一一年年間間ををふふりりかかええろろうう」」

国国語語「「いいいいこことといいっっぱぱいい、、一一年年生生」」

・楽しかったことや嬉しかったこと、がんばった

こと、できるようになったことなどを絵や文章

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

ひひままわわりり収収穫穫・・種種取取りり ひひままわわりり感感謝謝集集会会

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

令和7年度 釈迦内小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）
架け橋期に期待する子どもの姿　大館市 周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   夢や目標をもち進んで学ぶ子ども（ドリームグリーン）　　　　　　　　　　　　　
　　　　　釈迦内小学校区　　　　　　　　　　　　自分も友達も大切にし協力し合う子ども（ビューティフルブルー）　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あきらめずに挑戦し、やりとげる子ども（チャレンジレッド）（チアイエロー）

前向きな心
美しい心
挑戦の心

31 32

| 
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(エゾポッポ）

５５歳歳児児　　第第４４期期
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☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと
のの
関関
わわ
りり
、、

言言
葉葉
にに
よよ
るる
伝伝
ええ
合合
いい

職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、
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性性
・・
社社
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りり
、、

言言
葉葉
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ええ
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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112244 55 66

就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、
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・・
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ええ
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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○
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・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、
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同同
性性
・・
社社
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生生
活活
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、、
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葉葉
にに
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るる
伝伝
ええ
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）
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ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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令和7年度 長木小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）

112244 55 66

就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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○ ○ ○
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・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
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心心
、、
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）
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同同
性性
・・
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会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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令和7年度 長木小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児4月〜3月）
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、

協協
同同
性性
・・
社社
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とと
のの
関関
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りり
、、

言言
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るる
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)
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、、
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会会
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りり
、、
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職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）
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☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと
のの
関関
わわ
りり
、、

言言
葉葉
にに
よよ
るる
伝伝
ええ
合合
いい

職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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112244 55 66

就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

(エゾポッポ）

５５歳歳児児　　第第４４期期

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆

○ ☆ ☆ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・

・ ・

・ ・

・

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、理
解と協力を得る。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

☆ 共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮し、お互いによさを認め合う
ことができるような言葉掛けをする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

発表会に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり
遂げる達成感を味わうことができるようにする。

卒園に向けて、自他の成長に気付き、お世話になった方々への
感謝の気持ちをもてる掲示を工夫する。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験と環境
をつくる。

卒園式、入学式までの予定を示し、見通しをもって準備できる
ように支援する。

子どもの頑張りやよさについて伝え、成長の喜びを共有し、自
信と期待をもって入学できるような励ましや言葉掛けをお願い
する。

就学への期待をもてるように、小学校の学習や生活の様子を見
学したり１年生と交流したりする。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

就学に向けての心配や不安を受け止めて、安心して就学できる
ように子どもへの関わりを一緒に考えるとともに、必要な情報
を提供し相談できる機会や場につなぐ。場合によっては小学校
と情報を共有する。

☆

発表会に向けて友達とアアイイデディィアアをを出出しし合合っったたりり、、励励まましし合合っっ
てて取取りり組組んんだだりりししななががらら、一つのことに向かう充充実実感感をを味味わわ
うう。（ウ）

体を動かす心地よさを感じ、いいろろいいろろなな運運動動遊遊びびにに進進んんでで取取りり組組
むむ。（アイ）

体体をを動動かかすす遊遊びびにに繰繰りり返返しし挑挑戦戦し、ででききるるよよううににななっったた達達成成感感
をを味味わわいい、様々な運動に挑戦しようとする。(アイ)

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持
ちを調整したりすることを繰り返し、相相手手のの思思いいにに気気付付ききなながが
らら仲仲間間ととししててののつつななががりりをを深深めめよよううととすするる。(ウエ)

自自分分のの思思いいをを友友達達にに伝伝ええたたりり、、相相手手のの考考ええをを受受けけ入入れれたたりりし
て、折折りり合合いいををつつけけてて遊ぼうとする。（ウエオ）

進進んんでで挨挨拶拶をを交交わわししたたりり、相相手手のの気気持持ちちをを考考ええて「ありがとう」
「ごめんなさい」の気気持持ちちをを心心ををここめめてて伝伝ええよよううととししたたりりすするる。
(エオ)

自自
立立
心心
、、

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと
のの
関関
わわ
りり
、、

言言
葉葉
にに
よよ
るる
伝伝
ええ
合合
いい

職職員員のの交交流流
他他

友友達達ととおお互互いいのの思思いいやや考考ええをを共共有有し、目的が達成できるように
話話しし合合っったたりり協協力力しし合合っったたりりししよよううととすするる。(ウ)

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美
ししささにに気気付付きき、、言言葉葉をを豊豊かかににすするる。(コ)

言言
葉葉
にに
よよ
るる

伝伝
ええ
合合
いい

自自分分のの気気持持ちちをを相相手手にに分分かかるるよよううにに言言葉葉でで伝伝ええるる。（ケ）

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

☆

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

家
庭
と
の
連
携

年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

５５歳歳児児　　第第４４期期

園生活や年長組での生生活活をを振振りり返返っってて、、自自分分やや友友達達のの成成長長にに気気
付付きき、自信をもって小学校に進もうとする。（イ）

主主なな行行事事
☆☆子子どどもも
のの交交流流

自自
立立
心心

絵本や物語に親しみ、気気付付いいたたここととやや感感想想、、想想像像ししたたここととをを友友
達達とと伝伝ええ合合ううここととをを楽楽ししむむ。（ケコ）

運動会や運動遊びなどで自自分分のの目目標標をを立立てて、、ででききるるままでで挑挑戦戦すす
るる楽楽ししささやや達達成成感感をを味味わわうう。（アイ）

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活

とと
のの
関関
わわ
りり

ルールのある遊びの中で、友友達達とと競競いい合合っったたりり応応援援ししたたりりししてて遊遊
ぼぼううととすするる。（ウ）

遊遊びびをを振振りり返返っってて楽しかったことや困ったこと、明日やりたい
ことなどを言言葉葉でで伝伝ええ合合うう。（ケ）

   友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

年長になったという自覚をもち、自自分分ででででききるるここととはは自自分分ででししよよ
ううととしし、、自自分分ららししささをを発発揮揮すするる。（イ）

当番活動など、自自分分ががししななけけれればばいいけけなないいここととをを自自覚覚しし、、進進んん
ででややろろううととすするる。（イ）

11 22 331111

   年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

88 99

困ったことを友達や先生に自自分分かからら話話ししたたりり、お願いしたいこ
とを伝伝ええたたりりししてて、自自分分たたちちでで解解決決ししよよううととすするる。
（ウケ）

園生活を振り返り、今今ままでで経経験験ししたたここととやや友友達達とと協協力力ししたた思思いい出出なな
どどをを言言葉葉でで伝伝ええ合合いい、成長した喜びを味わう。（ケ）

絵本や物語などのお話の世界を豊かに想像し、イイメメーージジをを広広げげ
てて遊遊びびにに取取りり入入れれたたりり、言言葉葉のの楽楽ししささやや美美ししささにに気気付付きき、言葉
を豊かにする。（ケコ）

身の回りのことや当番活動に進んで取り組み、自自分分たたちちでで生生活活
をを進進めめよよううととすするる。（イ）

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

園生活を振り返り、自自分分のの成成長長やや自自分分がが大大切切ににさされれてていいるるこことと
にに気気付付きき、、周周りりのの人人たたちちへへのの感感謝謝のの気気持持ちちををももつつ。（オ）

卒園式に向けて、卒園式の歌やお別れの言葉等を友達と話し合
い、役役割割をを分分担担ししたたりり協協力力しし合合っったたりりししななががらら創創りり上上げげるるこことと
をを楽楽ししむむ。（ウ）

園生活の見通しをもち、時時間間をを意意識識ししななががらら、しなければいけ
ないことを自覚し、気気持持ちちをを切切りり替替ええてて行行動動すするる。（アイ）

自分の言いたいことを分分かかるるよよううにに話話すすとともに、友達の話す
ことにも興興味味ををももちち、、よよくく聞聞くく。（ケ）

月月 1100
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就学時健診 発表会

クリスマス会運動会 ☆☆11年年生生ととのの交交流流秋の遠足

豆まき会

卒園式

お別れ会☆☆体体験験入入学学

☆☆水水ああそそびび交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保育体験

夏季研修会

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

小学校授業参観・情報交換会

☆☆幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜ 当当番番活活動動 >>  クラスのために自分が役に立つ喜びを感じ、友達と力を合わせて活動する。
＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 異年齢児や地域の人、他園の子ども、小学校１年生などと積極的に触れ合い、様々な関わり方に気付く。

＜＜ 振振りり返返りりタタイイムム >>  遊びや活動を生活発表で振り返り、互いに反応し合いながら明日の遊びにつなげる。
＜＜ 絵絵本本のの読読みみ聞聞かかせせ＞＞絵本や物語を見たり、読み聞かせしてもらったりしたことを自分の経験とつなげ、言葉に興味を持ち、遊びに取り入れながら言葉を広げる。

☆☆ややききいいもも会会

お別れ遠足
自然体験教室

ひな祭り会

要録・個別の教育・
保育支援計画の送付

＜＜卒卒園園式式＞＞
園園ででのの生生活活をを友友達達とと振振りり返返りり、、自自分分たたちち

がが成成長長ししたた喜喜びびやや周周りりへへのの感感謝謝のの気気持持ちちをを
ももちち、、就就学学へへのの期期待待感感をを高高めめるる。。
・園での楽しかった思い出を話し合う。
・卒園式の歌やお別れの言葉を話し合う。
・小学校で頑張りたいことを伝え合う。
・在園児や保護者、先生方に感謝の思い

を伝える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性
・社会生活との関わり
・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校
長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿
大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも
長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

★★＜＜ 絵絵本本をを読読みみたたいいなな ＞＞
色色々々なな絵絵本本にに触触れれるる中中でで友友達達のの思思いいにに共共感感ししたたりり、、

認認めめ合合っったたりりししななががららイイメメーージジをを広広げげるる。。
・小学校に図書館の本を借りに行ったり、１年生に

本を読んでもらったりして、文字や言葉、お話に
興味をもつ。

・絵本の後に感想を伝え合い、思いに共感したり認
め合ったりする。

＜＜ 冬冬をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな冬冬にに触触れれ、、事事象象のの変変化化にに

気気付付きき、、友友達達とと面面白白ささやや不不思思議議ささ
をを伝伝ええ合合うう。。
・正月遊びや伝承遊びのルールを

理解しながら、友達と一緒に楽
しむ。

・気温の変化による雪質の変化や
自然の変化に気付きながら、友
達と一緒に思いきり体を動かし
て遊ぶ。

＜＜ おお別別れれ遠遠足足にに行行ここうう ＞＞
おお別別れれ遠遠足足のの内内容容をを話話しし合合っったたりり情情報報をを集集めめたたりりししてて自自分分

たたちちでで計計画画をを立立ててるる。。
・行きたい場所ややりたいことを話し合う。
・必要な情報を集める。(値段、メニュー、時間など)
・あいさつやマナー、約束などを話し合う。
・活動を振り返って、感想を伝え合ったり、楽しさを共

有したりして一体感をもつ。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

入所式・進級式 保育参観 個人面談 親子遠足 夕涼み会

地区運動会 川遊び交流会 ☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ

☆☆学学校校図図書書館館体体験験
地区文化祭

＜＜運運動動遊遊びびをを楽楽ししももうう＞＞
自自分分ななりりのの目目標標ををももちち、、友友達達とと競競いい合合っったた

りり励励まましし合合っったたりりななががらら目目標標にに向向かかっってていいくく。。
・なわとびや鉄棒、跳び箱などの目標を

決めて諦めずに取り組む。
・遊び方の決まりやルールなどを話し

合って遊ぶ。
・数を数え合ったり、応援し合ったり

競い合ったりして楽しむ。

★＜＜ 夏夏をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな夏夏とと触触れれ合合うう中中でで様様々々なな遊遊びびにに友友達達とと一一緒緒にに挑挑戦戦しし、、満満足足感感やや

達達成成感感をを味味わわいい、、互互いいにに喜喜びび合合うう心心地地よよささをを味味わわうう。。
・夏野菜を収穫し、存分に味わう。
・水、泥、泡などの感触を味わい、気付いたことや感じたことを伝

え合う。
・身近な植物などを活用して色水遊びを楽しむ。
・友達の姿に刺激を受け、真似し合ったり挑戦したりする。
・小学校のプールで１年生と交流し、１年生と一緒に

いろいろな遊びに挑戦する。

＜＜ 春春をを楽楽ししももうう ＞＞
身身近近なな春春とと触触れれ合合うう中中でで自自分分のの気気持持ちちをを伝伝

ええ、、友友達達ととののややりりととりりをを楽楽ししむむ。。
・身近な自然物や虫、生き物を探したり、

調べたり名前を覚えたりして伝え合う。
・どんな野菜や花を植えるか、どんな世話

をすればよいかなどを相談して決める。
・料理ごっこや色水遊びなどのイメージを

伝え合い、友達とのやり取りを楽しむ。

＜＜ みみんんななでで進進めめよようう ＞＞
目目標標にに向向かかっってて友友達達とと話話しし合合っったたりりイイメメーージジをを

共共有有ししたたりりすするる中中でで協協力力ししたたりり、、工工夫夫ししたたりりすするる
ここととをを楽楽ししむむ。。
・夕涼み会やお化け屋敷ごっこをするために

友達と考えを出し合って進めていく。
・困ったことやもっと工夫したいことを振り

返り、協力して準備する。
・年下の子どもたちに楽しんでもらえるよう

にやり方を考え、工夫する。

★★＜＜ 秋秋をを楽楽ししももうう ＞＞
ややききいいもも会会にに向向けけてて年年長長児児ととししててどどんんなな

ここととががででききるるののかか話話しし合合いい、、役役割割をを果果たたそそ
ううととすするる。。
・さつまいもを収穫し、やきいも会の準備

をする中で,年長としての役割を果たし、
みんなで食べることを楽しみにする。

・散歩に出かけ、秋の自然物を遊びに取り
入れながら、季節の変化に関心をもつ。

・見つけた物を調べたり、イメージを形に
できるよう考えたり、試したりする。

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
発発表表会会にに向向けけてて内内容容やや役役割割をを話話しし合合いい、、自自分分

たたちちでで進進めめるる楽楽ししささやや充充実実感感をを味味わわうう。。
・発表会に向けて、内容や役割、道具、衣装

などを話し合ったり、作ったりして自分た
ちで協力して進める。

・本番では楽しんで発表し、みんなの力で
やり遂げた達成感を味わう。

＜＜ 一一緒緒にに遊遊ぼぼうう ＞＞
年年下下児児やや友友達達ととのの関関わわりり、、年年

長長児児ととししててのの自自覚覚やや自自信信ををももつつ。。
・気の合う友達を誘って

遊ぶ。
・年下の子どもに優しく

したり、世話をしたり、
遊んだりする。

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

＜＜ みみんんななでで力力をを合合わわせせよようう ＞＞
運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを話話しし合合いい、、自自分分ななりりのの

目目標標をを決決めめてて友友達達とと応応援援しし合合っったたりり競競いい合合っったたりりししてて
取取りり組組むむ。。
・運動会に向けてリレーごっこや鬼ごっこを楽しみ

ながら、順番や作戦、ルールなどを話し合ったり、
試したり、応援し合ったりする。

・年長児として役割をもち、目標に向かって友達と
協力し合いながら、行事に参加する。

架け橋会議 架け橋会議

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

架け橋期に期待する子どもの姿
大 　 館 　 市 　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
長木小学校区　かかわり、つながり、認め合いながら、仲間と共に遊び・学び・生活を豊かにしていく子ども

令和7年度 長木小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）

33 34

こここ
| | 

こ
| | 

_J 
| | ― 

□ ||  

| | 

ロ ニ
| | 
I 

I ［ニ

| | 
| | 

I -
＇ 

| | 

こ
| | 

| | 沼
口□
 



(エゾポッポ）

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

○ ☆ ☆ ☆

☆

☆ ☆ ☆

☆

○ ○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

1111 1122

各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活
への意欲を高める。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、一年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付き、互いに認め合い、これから
も自自分分のの得得意意ななここととをを生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすす
るる。（アイウ）

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして、気気持持ちち
をを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううとする。（ウオ）

目標に向かって自分の力を発揮したり、友達や上級生と助け合って取り
組んだりすることを通して、おお互互いいのの良良ささをを理理解解しし連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深
めめるる（アイウ）

1年間の生活を通して、新新ししくく身身にに付付けけたた約約束束ややルルーールルをを振振りり
返返っっててそそののよよささをを話話しし合合いい、2年生でもよよりりよよくく生生活活ししてていいここ
ううととすするる。（イエオ）

学習や生活を見直し、ささららにに楽楽ししくくすするるたためめにに工工夫夫ででききるるこことと
やや新新ししいい約約束束ななどどをを考考ええ話し合う。（イウエケ）

学習発表会の話合いや練習などを通して友友達達ののよよいいととこころろをを見見
付付けけ、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合おおううとする。（イウエ）

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的
に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関関わわるるここととをを楽楽しし
みみ、、地地域域へへのの親親ししみみをを深深めめるるとともに、感謝の気持ちを感じながら自自分分
ががででききるるここととををししよよううととすするる。（イオ）

家
庭
と
の
連
携

一年間の予定や一週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

自自
立立
心心
、、

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと
のの
関関
わわ
りり
、、

言言
葉葉
にに
よよ
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伝伝
ええ
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入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと

のの
関関
わわ
りり

楽しく生活するために大切なこと（（元元気気ののよよいい返返事事やや気気持持ちちをを込込
めめたた挨挨拶拶、、約約束束ややママナナーーななどど））ののよよささをを実実感感しし、、進進んんでで実実践践しよ
うとする。（イウエオ）

学学びび合合いいのの約約束束をを理理解解し、話話しし相相手手にに共共感感して相づちを打つなど、反反応応
ししななががらら聞聞くくようにする。（ウエケ）

学校生活のリズムが身に付き、活動に見見通通ししををももっってて準準備備したり約約束束やや
ルルーールルをを守守っってて行行動動したりしようとする。（アイエオ）

主主なな行行事事
☆☆ここどどもも
のの交交流流

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

落ち着ける環境や分かりやすい学習環境を整える。 登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工
夫したりする。

自自
立立
心心

図書館で読みたい本を選んで、好きなところや感じたことを紹
介カードを書き、友達や年長児、家族に紹介するなどして読書
に親しむ。（エオケコ）

様々な行事や体験したことなどから伝えたい材料を集め、文の
続き方に注意して書いたり、読み返したりして、友達と伝え
合ったりする。（カコ）

身近なことや経験したことなどから伝伝ええたたいいここととをを選選びび、、絵絵やや言言
葉葉でで表表現現すするる。（カクケコ）

身の周りの言葉や数、自然などに興味をもち、感感じじたたここととやや想想像像ししたたここ
ととをを文文章章やや絵絵、、歌歌やや身身体体のの動動ききななどどでで表表現現したり、生生活活にに生生かかししたりす
る。（キクケコ）

相相手手やや場場にに応応じじたたああいいささつつやや言言葉葉遣遣いい、、表表情情やや姿姿勢勢などを考え
て、進進んんでで関関わわろろううととすするる。。（イオケ）

喜んでもらえる活動や場場にに適適ししたた話話しし方方やや接接しし方方を考えて、高高
齢齢者者やや年年長長児児ととのの交交流流をを楽楽ししむむ。。（イエオ）

1年間の学習や生活を振り返り、周周囲囲のの人人にに支支ええらられれてて成成長長しし
ててききたたここととをを実実感し、22年年生生へへのの願願いいををももっってて意意欲欲的的にに生生活活しし
よよううととすするる。（アイオ）

友達や家族に感謝し、みみんんななのの役役にに立立つつ喜喜びびを感じながら自自分分
のの役役割割をを最最後後ままでで果果たたそそううととすするる。。（イウオ）

ででききるるよよううににななっったたここととや、学学級級やや家家庭庭ででのの役役割割がが増増ええたたこと
などに気付き、自自分分のの成成長長をを喜喜ぼぼううととすするる。（イウ）

自分でできることや、当当番番、、係係のの仕仕事事を、友達と協力し合いなが
ら進進んんででししよよううととすするる。（アイウ）

学級を楽しくするために、係係のの仕仕事事をを見見直直すすなどして、学学級級のの生生活活をを自自
分分たたちちでで工工夫夫ししよよううとする。（イウオ）

友達の話を聞いて、質質問問ししたたりり感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを
受受けけてて話話ををつつなないいだだりりすするる。（カケ）

気付いたことや思ったこと、想像したことなどを友友達達ととややりり取取りり
すするる楽楽ししささをを味味わわうう。（カケコ)

「6年生を送る会」や卒業式で、6年生に感感謝謝のの気気持持ちちをを言言葉葉ややカカーー
ドドでで伝伝ええよよううととすするる。。（オケ）

　小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り
組み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

　小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的
やや学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、自信をもって活動する。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期

令和7年度 長木小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）
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小小学学校校１１年年　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

　自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

就学時健診入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

☆☆水水ああそそびび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

就学前施設職員授業参観・情報交換会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間
要録・個別の教育・

保育支援計画の活用

＜＜ みみんんなな大大好好きき・・学学校校大大すすきき ＞＞

学学校校のの施施設設やや先先生生、、友友達達へへのの関関心心ををももちち、、進進んんでで関関

わわっったたりり、、学学校校探探検検をを通通ししてて気気付付いいたたここととやや考考ええたたここととをを

積積極極的的にに伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

生生活活「「ががっっここううだだいいすすきき」」

国語「どうぞよろしく」

「なんていおうかな」こんなものみつけたよ」

図工「すきなもの いっぱい」

道徳「がっこうだいすき」

「きもちのよいせいかつ」

＜＜ １１年年生生をを迎迎ええるる会会 ＞＞

迎迎ええるる会会をを通通ししてて、、長長木木小小学学校校のの一一員員ととななっったた喜喜びびとと所所

属属感感ををももつつ。。

・アピールタイムを通して、自分のよさを

積極的に伝え、在校生に知ってもらう。

＜＜ 縦縦割割りり活活動動 給給食食・・清清掃掃 >>  給食や清掃のルールや進め方を覚えて、他学年の児童と協力し合いながら自分の役割をしっかりと果たす。

＜＜ ササツツママイイモモをを植植ええよようう ＞＞

生生活活「「ササツツママイイモモをを育育ててよようう」」

・サツマイモの苗を、長木小応

援チームの方と一緒に植える

活動を通して、いろいろな人

と関わることを楽しみ、感謝

する気持ちをもつ。

＜＜ 運運動動会会ををががんんばばろろうう ＞＞

運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを

話話しし合合いい、、自自分分のの目目標標をを決決めめてて、、

友友達達とと協協力力ししななががらら取取りり組組むむ。。

体体育育「「走走のの運運動動、、集集団団行行動動」」

順番やきまりを守ったり、友

達と協力したりしながら、参

加する種目に取り組む。

学活

「運動会の目当てを考えよう」

音楽 「運動会の歌を歌おう」

道徳 「なかよくね」

みんなで助け合うよさを考え

る。

＜＜ かかががややききタタイイムム >>  友達の考えをよく聞いて、質問したり感想を言ったりする。伝えたいことを決めて、簡単に話す。

＜＜ ととししょょかかんんににいいここうう ＞＞

国国語語「「ととししょょかかんんににいいここうう」」

・・図図書書館館ににははたたくくささんんのの本本ががああ

るるここととがが分分かかりり、、積積極極的的にに本本

にに親親ししむむ。。

道徳

「みんながつかう場所だから」

・図書館の使い方を知り、ルー

ルを守って使うことを考える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性

・社会生活との関わり

・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校

長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

＜＜ななつつををたたののししももうう＞＞

身身近近なな自自然然をを利利用用ししたたりり、、水水

遊遊びびののおおももちちゃゃをを作作成成ししたたりりしし

てて、、夏夏ななららででははののよよささにに気気付付きき、、

遊遊びびをを友友達達とと工工夫夫ししてて楽楽ししむむ。。

生生活活「「ななつつががややっっててききたた」」

・水であそぼう

体育「水遊び」

・プール遊びで友達と仲よく

協力したり競争したりして、

楽しく水遊びをする。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・おすすめの水遊びのおもゃ

を紹介し合い一緒に遊ぶ。

＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 保育園の年長児、長木小応援チーム、他学年の児童等と積極的に交流し、いろいろな人と関わることの楽しさに気付く。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜みみんんななででちちかかららををああわわせせよようう＞＞

学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし合合いい

ななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」表表現現

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・予行練習を見学する。

＜＜ああききををたたののししももうう＞＞

身身近近なな自自然然をを利利用用ししたたりり、、秋秋ののももののをを使使っっ

たたおおももちちゃゃをを作作成成ししたたりりししてて、、秋秋ななららででははのの

よよささにに気気付付きき、、遊遊びびをを友友達達とと工工夫夫ししてて楽楽ししむむ。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」

・秋をさがそう

・葉っぱや実であそぼう

・秋のおもちゃをつくろう

秋の自然物のよさや特徴に気付き、さま

ざまな自然物をくらべたり試したりして、

園児の気持ちを想像しながら、秋の遊び

を創り出す。

特特活活「「ししゅゅううかかくくかかんんししゃゃささいい」」

・秋の恵みに感謝し、収穫したサツマイモや

ポップコーンをみんなで調理して食べる。

・長木小応援チームのみなさんに感謝の

プレゼントを渡す。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・秋のおもちゃやゲームなどをつくり

年長児と一緒に遊ぶ。

・収穫感謝祭で一緒にサツマイモや

ポップコーンを味わう。

＜＜本本ととととももだだちちににななろろうう＞＞

国国語語「「本本ははととももだだちち

むむかかししばばななししををよよももうう」」

・さまざまな昔話の本を手に取り、

読書に親しむ。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・好きな本を選んで年長児に読み

聞かせをする。

〈〈自自分分ででででききるるよよ＞＞

ううちちででのの家家族族のの役役割割やや学学級級ででのの

仕仕事事のの役役割割のの大大切切ささにに気気がが付付いいてて、、

自自分分のの仕仕事事にに積積極極的的にに取取りり組組ももうう

ととすするる。。

生生活活「「自自分分ででででききるるよよ」」

・家での生活をみつめよう

・自分でできることをしよう

特特活活「「ででききるるよよううににななっったたよよ」」

・できるようになったことを伝

え合い、自分や友達のよさを

実感する。

道道徳徳

・「これならできる」

＜＜ももううすすぐぐ２２ねねんんせせいい＞＞

自自分分がが１１年年間間成成長長ししててききたたこことと

をを実実感感しし、、２２年年生生へへのの願願いいををももっっ

てて、、意意欲欲的的にに生生活活ししよよううととすするる。

生生活活「「ももううすすぐぐ２２ねねんんせせいい」」

・１ねんかんをふりかえろう

新しい１年生と関わり合いなが

ら、自分の１年間の成長を振り

返り、２年生への願いをもつ。

・あたらしい１ねんせいをしょう

たいしよう

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

行事「幼保交流会、図書館体験」

＜＜かかんんししゃゃののききももちちををつつたたええよようう＞＞

周周りりのの人人にに支支ええらられれてて学学校校生生活活をを送送っっててききたたここととにに気気ががつつきき、、

おお世世話話ににななっったた66年年生生にに感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるる。。

行行事事「「６６年年生生をを送送るる会会」」「「卒卒業業式式」」

・ありがとうカードの作成や出し物の発表で、感謝

の気持ちをお世話になった６年生に伝える。

特特活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの相相談談ををししよようう」」

・６年生への感謝の気持ちの伝え方を話し合う。

始業式

☆☆学学習習発発表表会会

ありがとう集会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

町内子供会

終業式

冬休み

町内子供会 卒業式

修了式

6年生を送る会☆☆ひひままわわりり組組交交流流

始業式

避難訓練 春休み施設訪問

歯磨き教室

☆☆収収穫穫感感謝謝祭祭 ☆☆幼幼保保交交流流会会

☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ
☆☆学学校校図図書書館館体体験験

架け橋会議
保育参観

架け橋会議

(エゾポッポ）

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・
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☆

☆ ☆ ☆

☆
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○ ○ ○

○
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・ ・ ・ ・
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各教科を通して、１年間の成長を認め、２年生の学習や生活
への意欲を高める。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

学校の方針、一年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣づくりやメディアコントロール、読み聞かせや音
読、家庭学習など、継続する大切さを啓発していく。

自自分分ののよよささやや友友達達ののよよささにに気気付付き、互いに認め合い、これから
も自自分分のの得得意意ななここととをを生生かかししななががらら役役割割をを果果たたししてていいここううととすす
るる。（アイウ）

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして、気気持持ちち
をを調調整整ししななががらら楽楽ししくく生生活活ししよよううとする。（ウオ）

目標に向かって自分の力を発揮したり、友達や上級生と助け合って取り
組んだりすることを通して、おお互互いいのの良良ささをを理理解解しし連連帯帯感感やや所所属属感感をを深深
めめるる（アイウ）

1年間の生活を通して、新新ししくく身身にに付付けけたた約約束束ややルルーールルをを振振りり
返返っっててそそののよよささをを話話しし合合いい、2年生でもよよりりよよくく生生活活ししてていいここ
ううととすするる。（イエオ）

学習や生活を見直し、ささららにに楽楽ししくくすするるたためめにに工工夫夫ででききるるこことと
やや新新ししいい約約束束ななどどをを考考ええ話し合う。（イウエケ）

学習発表会の話合いや練習などを通して友友達達ののよよいいととこころろをを見見
付付けけ、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合おおううとする。（イウエ）

縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的
に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関関わわるるここととをを楽楽しし
みみ、、地地域域へへのの親親ししみみをを深深めめるるとともに、感謝の気持ちを感じながら自自分分
ががででききるるここととををししよよううととすするる。（イオ）

家
庭
と
の
連
携

一年間の予定や一週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入
れ、自信をもって活動できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。

自自
立立
心心
、、

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと
のの
関関
わわ
りり
、、
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入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ま
したり、子どもの話を共感しながら聞いたりして、温かな安心で
きる学級づくりを工夫する。

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

協協
同同
性性
・・
社社
会会
生生
活活
とと

のの
関関
わわ
りり

楽しく生活するために大切なこと（（元元気気ののよよいい返返事事やや気気持持ちちをを込込
めめたた挨挨拶拶、、約約束束ややママナナーーななどど））ののよよささをを実実感感しし、、進進んんでで実実践践しよ
うとする。（イウエオ）

学学びび合合いいのの約約束束をを理理解解し、話話しし相相手手にに共共感感して相づちを打つなど、反反応応
ししななががらら聞聞くくようにする。（ウエケ）

学校生活のリズムが身に付き、活動に見見通通ししををももっってて準準備備したり約約束束やや
ルルーールルをを守守っってて行行動動したりしようとする。（アイエオ）

主主なな行行事事
☆☆ここどどもも
のの交交流流

職職員員のの交交流流
他他

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

落ち着ける環境や分かりやすい学習環境を整える。 登下校や縦割り班活動、運動会、ふるさとキャリアの活動などへの取組
を通して、地域の方々や他学年との関係づくりをするとともに、様々な
人に支えられていることに気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり弾力的に時間割を工
夫したりする。

自自
立立
心心

図書館で読みたい本を選んで、好きなところや感じたことを紹
介カードを書き、友達や年長児、家族に紹介するなどして読書
に親しむ。（エオケコ）

様々な行事や体験したことなどから伝えたい材料を集め、文の
続き方に注意して書いたり、読み返したりして、友達と伝え
合ったりする。（カコ）

身近なことや経験したことなどから伝伝ええたたいいここととをを選選びび、、絵絵やや言言
葉葉でで表表現現すするる。（カクケコ）

身の周りの言葉や数、自然などに興味をもち、感感じじたたここととやや想想像像ししたたここ
ととをを文文章章やや絵絵、、歌歌やや身身体体のの動動ききななどどでで表表現現したり、生生活活にに生生かかししたりす
る。（キクケコ）

相相手手やや場場にに応応じじたたああいいささつつやや言言葉葉遣遣いい、、表表情情やや姿姿勢勢などを考え
て、進進んんでで関関わわろろううととすするる。。（イオケ）

喜んでもらえる活動や場場にに適適ししたた話話しし方方やや接接しし方方を考えて、高高
齢齢者者やや年年長長児児ととのの交交流流をを楽楽ししむむ。。（イエオ）

1年間の学習や生活を振り返り、周周囲囲のの人人にに支支ええらられれてて成成長長しし
ててききたたここととをを実実感し、22年年生生へへのの願願いいををももっってて意意欲欲的的にに生生活活しし
よよううととすするる。（アイオ）

友達や家族に感謝し、みみんんななのの役役にに立立つつ喜喜びびを感じながら自自分分
のの役役割割をを最最後後ままでで果果たたそそううととすするる。。（イウオ）

ででききるるよよううににななっったたここととや、学学級級やや家家庭庭ででのの役役割割がが増増ええたたこと
などに気付き、自自分分のの成成長長をを喜喜ぼぼううととすするる。（イウ）

自分でできることや、当当番番、、係係のの仕仕事事を、友達と協力し合いなが
ら進進んんででししよよううととすするる。（アイウ）

学級を楽しくするために、係係のの仕仕事事をを見見直直すすなどして、学学級級のの生生活活をを自自
分分たたちちでで工工夫夫ししよよううとする。（イウオ）

友達の話を聞いて、質質問問ししたたりり感感想想をを伝伝ええたたりり、、相相手手のの発発言言をを
受受けけてて話話ををつつなないいだだりりすするる。（カケ）

気付いたことや思ったこと、想像したことなどを友友達達ととややりり取取りり
すするる楽楽ししささをを味味わわうう。（カケコ)

「6年生を送る会」や卒業式で、6年生に感感謝謝のの気気持持ちちをを言言葉葉ややカカーー
ドドでで伝伝ええよよううととすするる。。（オケ）

　小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り
組み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽しく、安心して生活する。

　小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、目目的的
やや学学ぶぶ楽楽ししささをを友友達達とと共共有有し、自信をもって活動する。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期

令和7年度 長木小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）
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3344 77月月 55 66 11 2288 99

小小学学校校１１年年　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

　自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

就学時健診入学式 1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会 交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇親会

運動会

家庭訪問 夏休み

☆☆水水ああそそびび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践研究会
新１年生

情報交換会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会
保育体験

夏季研修会

ことばとまなびの

小テスト

給食開始

小小
学学
校校
区区
でで
目目
指指
すす
子子
どど
もも
のの
姿姿

共共
通通
しし
てて
充充
実実
をを
目目
指指
すす
活活
動動
・・
体体
験験

就学前施設職員授業参観・情報交換会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間
要録・個別の教育・

保育支援計画の活用

＜＜ みみんんなな大大好好きき・・学学校校大大すすきき ＞＞

学学校校のの施施設設やや先先生生、、友友達達へへのの関関心心ををももちち、、進進んんでで関関

わわっったたりり、、学学校校探探検検をを通通ししてて気気付付いいたたここととやや考考ええたたここととをを

積積極極的的にに伝伝ええ合合っったたりりすするる。。

生生活活「「ががっっここううだだいいすすきき」」

国語「どうぞよろしく」

「なんていおうかな」こんなものみつけたよ」

図工「すきなもの いっぱい」

道徳「がっこうだいすき」

「きもちのよいせいかつ」

＜＜ １１年年生生をを迎迎ええるる会会 ＞＞

迎迎ええるる会会をを通通ししてて、、長長木木小小学学校校のの一一員員ととななっったた喜喜びびとと所所

属属感感ををももつつ。。

・アピールタイムを通して、自分のよさを

積極的に伝え、在校生に知ってもらう。

＜＜ 縦縦割割りり活活動動 給給食食・・清清掃掃 >>  給食や清掃のルールや進め方を覚えて、他学年の児童と協力し合いながら自分の役割をしっかりと果たす。

＜＜ ササツツママイイモモをを植植ええよようう ＞＞

生生活活「「ササツツママイイモモをを育育ててよようう」」

・サツマイモの苗を、長木小応

援チームの方と一緒に植える

活動を通して、いろいろな人

と関わることを楽しみ、感謝

する気持ちをもつ。

＜＜ 運運動動会会ををががんんばばろろうう ＞＞

運運動動会会ででががんんばばりりたたいいここととをを

話話しし合合いい、、自自分分のの目目標標をを決決めめてて、、

友友達達とと協協力力ししななががらら取取りり組組むむ。。

体体育育「「走走のの運運動動、、集集団団行行動動」」

順番やきまりを守ったり、友

達と協力したりしながら、参

加する種目に取り組む。

学活

「運動会の目当てを考えよう」

音楽 「運動会の歌を歌おう」

道徳 「なかよくね」

みんなで助け合うよさを考え

る。

＜＜ かかががややききタタイイムム >>  友達の考えをよく聞いて、質問したり感想を言ったりする。伝えたいことを決めて、簡単に話す。

＜＜ ととししょょかかんんににいいここうう ＞＞

国国語語「「ととししょょかかんんににいいここうう」」

・・図図書書館館ににははたたくくささんんのの本本ががああ

るるここととがが分分かかりり、、積積極極的的にに本本

にに親親ししむむ。。

道徳

「みんながつかう場所だから」

・図書館の使い方を知り、ルー

ルを守って使うことを考える。

＜共通の視点＞
・自立心 ・協同性

・社会生活との関わり

・言葉で伝え合う力

長木小学校区
長木小学校

長木保育所

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

長長木木小小学学校校区区 かかかかわわりり、、つつななががりり、、認認めめ合合いいななががらら、、仲仲間間とと共共にに遊遊びび・・学学びび・・生生活活をを豊豊かかににししてていいくく子子どどもも

＜＜ななつつををたたののししももうう＞＞

身身近近なな自自然然をを利利用用ししたたりり、、水水

遊遊びびののおおももちちゃゃをを作作成成ししたたりりしし

てて、、夏夏ななららででははののよよささにに気気付付きき、、

遊遊びびをを友友達達とと工工夫夫ししてて楽楽ししむむ。。

生生活活「「ななつつががややっっててききたた」」

・水であそぼう

体育「水遊び」

・プール遊びで友達と仲よく

協力したり競争したりして、

楽しく水遊びをする。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・おすすめの水遊びのおもゃ

を紹介し合い一緒に遊ぶ。

＜＜ 様様々々なな人人たたちちととのの関関わわりり＞＞ 保育園の年長児、長木小応援チーム、他学年の児童等と積極的に交流し、いろいろな人と関わることの楽しさに気付く。

☆☆長長木木保保・・小小連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

＜＜みみんんななででちちかかららををああわわせせよようう＞＞

学学習習発発表表会会をを成成功功ささせせるるたためめにに、、

目目標標にに向向かかっってて、、友友達達とと励励まましし合合いい

ななががらら一一緒緒にに取取りり組組むむ。。

行行事事「「学学習習発発表表会会」」表表現現

・自分なりの表現の仕方を考え、

相手に伝えようとする。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・予行練習を見学する。

＜＜ああききををたたののししももうう＞＞

身身近近なな自自然然をを利利用用ししたたりり、、秋秋ののももののをを使使っっ

たたおおももちちゃゃをを作作成成ししたたりりししてて、、秋秋ななららででははのの

よよささにに気気付付きき、、遊遊びびをを友友達達とと工工夫夫ししてて楽楽ししむむ。。

生生活活「「たたののししいいああききいいっっぱぱいい」」

・秋をさがそう

・葉っぱや実であそぼう

・秋のおもちゃをつくろう

秋の自然物のよさや特徴に気付き、さま

ざまな自然物をくらべたり試したりして、

園児の気持ちを想像しながら、秋の遊び

を創り出す。

特特活活「「ししゅゅううかかくくかかんんししゃゃささいい」」

・秋の恵みに感謝し、収穫したサツマイモや

ポップコーンをみんなで調理して食べる。

・長木小応援チームのみなさんに感謝の

プレゼントを渡す。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・秋のおもちゃやゲームなどをつくり

年長児と一緒に遊ぶ。

・収穫感謝祭で一緒にサツマイモや

ポップコーンを味わう。

＜＜本本ととととももだだちちににななろろうう＞＞

国国語語「「本本ははととももだだちち

むむかかししばばななししををよよももうう」」

・さまざまな昔話の本を手に取り、

読書に親しむ。

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

・好きな本を選んで年長児に読み

聞かせをする。

〈〈自自分分ででででききるるよよ＞＞

ううちちででのの家家族族のの役役割割やや学学級級ででのの

仕仕事事のの役役割割のの大大切切ささにに気気がが付付いいてて、、

自自分分のの仕仕事事にに積積極極的的にに取取りり組組ももうう

ととすするる。。

生生活活「「自自分分ででででききるるよよ」」

・家での生活をみつめよう

・自分でできることをしよう

特特活活「「ででききるるよよううににななっったたよよ」」

・できるようになったことを伝

え合い、自分や友達のよさを

実感する。

道道徳徳

・「これならできる」

＜＜ももううすすぐぐ２２ねねんんせせいい＞＞

自自分分がが１１年年間間成成長長ししててききたたこことと

をを実実感感しし、、２２年年生生へへのの願願いいををももっっ

てて、、意意欲欲的的にに生生活活ししよよううととすするる。

生生活活「「ももううすすぐぐ２２ねねんんせせいい」」

・１ねんかんをふりかえろう

新しい１年生と関わり合いなが

ら、自分の１年間の成長を振り

返り、２年生への願いをもつ。

・あたらしい１ねんせいをしょう

たいしよう

【【年年長長児児ととのの交交流流活活動動】】

行事「幼保交流会、図書館体験」

＜＜かかんんししゃゃののききももちちををつつたたええよようう＞＞

周周りりのの人人にに支支ええらられれてて学学校校生生活活をを送送っっててききたたここととにに気気ががつつきき、、

おお世世話話ににななっったた66年年生生にに感感謝謝のの気気持持ちちをを伝伝ええるる。。

行行事事「「６６年年生生をを送送るる会会」」「「卒卒業業式式」」

・ありがとうカードの作成や出し物の発表で、感謝

の気持ちをお世話になった６年生に伝える。

特特活活「「６６年年生生をを送送るる会会のの相相談談ををししよようう」」

・６年生への感謝の気持ちの伝え方を話し合う。

始業式

☆☆学学習習発発表表会会

ありがとう集会

☆☆合合同同避避難難訓訓練練

町内子供会

終業式

冬休み

町内子供会 卒業式

修了式

6年生を送る会☆☆ひひままわわりり組組交交流流

始業式

避難訓練 春休み施設訪問

歯磨き教室

☆☆収収穫穫感感謝謝祭祭 ☆☆幼幼保保交交流流会会

☆☆絵絵本本読読みみ聞聞かかせせ
☆☆学学校校図図書書館館体体験験

架け橋会議
保育参観

架け橋会議

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

令和7年度 長木小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）

架け橋期に期待する子どもの姿
大 　 館 　 市 　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
長木小学校区　かかわり、つながり、認め合いながら、仲間と共に遊び・学び・生活を豊かにしていく子ども
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５５歳歳児児　　第第４４期期

☆ 年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの目的に沿ってうまく時間を使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試して
みたりする。

体験したことや考えたことを、いろいろな素材や用具を使って
自分なりに表現することを楽しむ。

鬼ごっこやサッカーなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

ごっこ遊びや共同製作などで友達とイメージを伝え合い、共有
しながら表現する喜びを味わう。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持ちを調
整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付く。

友達のよさや一緒に遊ぶ楽しさを感じながら共通の願いや目的
を実現させる喜びを味わう。

遊びや生活を自分たちで話し合って進めながら友達と協力し合
い、仲間意識を高める。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

家
庭
と
の
連
携

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

運動会や発表会などでの子ども達の頑張りや取り組んでいる過
程を伝え、共通の話題で一緒に子ども達を盛り上げていけるよ
うにしていく。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

行事の度に成長している子ども達の様子や育ちを写真を掲示し
伝えていくようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、メ
ディアの使用を見直し規則正しい生活を送れるように理解と協
力を得る。

・ 就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、
規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

個人面談を通して、子どもの頑張りやよさについて伝え、成長
の喜びを共有し、自信と期待をもって入学できるような励まし
や言葉掛けをお願いする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流  ((例例））

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

☆

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

困った時には、友達や先生に自分から話したり、お願いしたい
ことを伝えたりして自分達で解決しようとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気持
ちを心をこめて伝えようとする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

行事に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり遂
げる達成感を味わうことができるようにする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや
美しさに気付き、言葉を豊かにする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役割を分担したり
力を合わせたりして、遊びを創り上げることを楽しむ。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして遊
ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

好きな遊びを見つけて友達と関わり合いながら言葉を広げてい
く。

自分のしたことや思ったことを相手に話そうとする。 自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうとす
る。

冬の自然に触れ、雪や氷ができる過程を調べる中で、気付きや
喜びなどを共有し合い言葉が広がることを楽しむ。

令和７年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 1100 1111 112299 11 22 3344 55 66 77 88

就就学学時時健健診診

発表会クリスマス会運動会

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ににここににここ交交流流会会

秋の遠足 豆まき 卒園式お別れ会

☆☆川川小小ププーールル交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験 夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

★〇みんなに伝えよう

＜生活＞

・時計を意識し、食べるペースを考えながら食事をする。

・自分で気付き、考え工夫して整理整頓をする。

・みんなのためになることを考え、当番活動をする。

<ハロウィンパーティー＞

・イメージを伝え合ったり、作り方を教え合ったりして制

作をする。

・友達と役割分担をしながら、協力して案内状や看板を作る。

・作った衣装や小道具を身に付け、地域に出かけ、言葉の

やり取りを楽しむ。

<発表会・劇遊び>

・やりたいことを話し合う。

・発表内容や役割分担をみんなで決める。

・自分の決めたセリフを大きな声で表現し、お互いに見合

ってアドバイスし合ったりする。

・背景や大道具・小道具など必要な物を協力して作る。

・本番は、楽しんで発表し、達成感を味わう。

お別れ遠足保育参観

☆☆ハハロロウウィィンンごごっっここ

焼き芋会

お店屋さんごっこ カレー作り

☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

祖父母交流会

★自分で考えてやってみよう

★○友達と一緒に思いっきり遊ぼう ★〇感謝の気持ちを伝えよう

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの

成成長長のの喜喜びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっっ

たた人人たたちちにに感感謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

・園生活を振り返り、楽しかったこ

とを伝え合い成長に気付く。

・感謝の気持ちを伝えるために何を

したらよいか話し合い、協力して

やり遂げる。

◇式の言葉や歌で伝える。

◇プレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除し

たり飾り付けしたりする。

・小学校に行ったら、どんなこと

を頑張りたいか伝え合い、入学

への期待を高める。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)やりたいことを発表したり遊びの紹介をしたりする。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会）１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・友達の話を興味をもって聞いたり、認め合ったりする。 ・遊びを振り返り、明日の遊びの見通しをもつ。

〈ルールのある

遊び〉

・ドッチボールや鬼

ごっこ等繰り返し

楽しむ中でルール

を理解し、どうし

たら勝てるか友達

と工夫したり作戦

を考えたりする。

・勝敗に対し、喜

んだり悔しがった

りして一体感を味

わう。

〈伝承遊び〉

・かるた、すごろく、

こままわし、トラ

ンプなどのル－ル

を理解し教え合い

ながら楽しむ。

〈お店やさんごっこ〉

・体験したことを、再

現して遊ぶ。必要な

物を自分達で考え、

イメージを伝え合い

ながら遊びを進める。

〈雪遊び〉

・山のぼり、そり遊び、

雪合戦、かまくら作

り、雪だるま作りな

ど気温の変化による

雪の質の変化や不思

議さに気付きながら

思いっきり体を動か

して遊ぶ。

・氷を作ったり、雪の

結晶を見たりして気

付いたことや試した

ことを伝え合いなが

ら遊ぶ。

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

入園式

☆☆１１年年生生とと夏夏遊遊びび

進級式

☆☆４４年年生生ととのの交交流流

七夕集会

☆☆川川小小ササママーーフフェェスステティィババルル

沼館保育所との交流

野菜の苗植え

野菜収穫体験

祖父母草取り交流会

☆☆１１年年生生とと花花のの苗苗植植ええ

親子バス遠足

下川沿地区住民親睦運動会

ブルーベリー狩り 秋祭り

下川沿地区文化祭 ひな祭り

☆☆１１年年生生とと秋秋遊遊びび

保育参観 自由参観

☆へき地保育所年長児交流

架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

保保育育参参観観・・協協議議

★〇みんなに伝えよう

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)今日の目標をたてる。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会)１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・楽しかった遊びや明日やりたいことなどを発表する。 ・遊びの振り返りをする。

☆交流の中で遊びに取り入れるものを発表する。

★○みんなの力を合わせよう

<お化け屋敷・秋祭り・

運動会など＞

・イメージを伝え合ったり、作

り方を教え合ったりして協力

して製作をする。

・その日に作るものを話し合っ

たり、友達と役割分担をしな

がら協力してポスターやチケ

ット等を作る。

・やってみたいゲームや競技等

の活動を話し合い、必要な物

を準備する。

☆学校での経験を遊びに取り入

れる。

<当番活動＞

・年長としての役割を覚え、

友達と教え合って取り

組む。

・野菜の収穫に必要な道具

を準備し、大きさを考え

収穫したり、みんなで数

を数えたり書いたりする。

・年下クラスでの大型絵本

の読み聞かせや、誕生会

などの司会を務める。

★自分で考えてやってみよう

＜生活＞

・時計を意識し、自分で考え工夫しながら

生活する。

・役割をみんなで相談し、工夫して考えな

がら意欲的に行動する。

★○友達と一緒になかよく遊ぼう

＜製作・自由遊び

・自然とのふれあい＞

・新道山や小学校校庭、地域に散策へ

でかけ、身近な自然を見たり触れた

りして関心を深める。

・進んで戸外に出て十分に身体を動か

して伸び伸び遊ぶ。

・水や土などの感触や色水の変化など

気付いたことを友達と伝え合い共感

し合う。

・身近な素材や用具を使って工夫して

作り、作った物を遊びに取り入れる

ことを楽しむ。

最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

＜入園式・進級式＞

・年長になった喜びをみん

なと伝え合う。

・入園のお祝いメッセージ

をみんなの前で発表し自

信をもつ。

・年長児として、年下の子

どもたちと遊んだり手

伝ったりして関わりなが

ら、 思いやりの気持ちや

自信を深める。

相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

〈ルールのある遊び〉

・サッカーや鬼ごっこ等の遊びの中

で、繰り返し遊びながらルールを

決めたり、話し合ったりして遊び

を進めていく。

・自分たちで勝敗を考えたり、点数

を覚えられるように、数を数えた

り、石で点数を書いたり工夫しな

がら遊びを進めていく。

・遊びの楽しさや勝敗のうれしさ悔

しさを体験し、友達と共有し合う。

・安全に遊べるように友達と声をか

け合い、約束を守って遊ぶ。

共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら役役

割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

★○力を合わせて みんなでやり遂げよう

友友達達ととややりりたたいい遊遊びびやや遊遊びび方方、、ルルーールル、、作作戦戦、、必必要要なな用用具具ななどどをを

話話しし合合いい、、教教ええ合合っったたりり試試ししたたりりししななががらら遊遊ぶぶ。。

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

し

　 　 　 　

☆ ☆

☆

○ ☆

☆

○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・

・ ・ ・

・ ・ ・

５５歳歳児児　　第第４４期期

☆ 年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの目的に沿ってうまく時間を使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試して
みたりする。

体験したことや考えたことを、いろいろな素材や用具を使って
自分なりに表現することを楽しむ。

鬼ごっこやサッカーなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

ごっこ遊びや共同製作などで友達とイメージを伝え合い、共有
しながら表現する喜びを味わう。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持ちを調
整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付く。

友達のよさや一緒に遊ぶ楽しさを感じながら共通の願いや目的
を実現させる喜びを味わう。

遊びや生活を自分たちで話し合って進めながら友達と協力し合
い、仲間意識を高める。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

家
庭
と
の
連
携

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

運動会や発表会などでの子ども達の頑張りや取り組んでいる過
程を伝え、共通の話題で一緒に子ども達を盛り上げていけるよ
うにしていく。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

行事の度に成長している子ども達の様子や育ちを写真を掲示し
伝えていくようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、メ
ディアの使用を見直し規則正しい生活を送れるように理解と協
力を得る。

・ 就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、
規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

個人面談を通して、子どもの頑張りやよさについて伝え、成長
の喜びを共有し、自信と期待をもって入学できるような励まし
や言葉掛けをお願いする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流  ((例例））

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

☆

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

困った時には、友達や先生に自分から話したり、お願いしたい
ことを伝えたりして自分達で解決しようとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気持
ちを心をこめて伝えようとする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

行事に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり遂
げる達成感を味わうことができるようにする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや
美しさに気付き、言葉を豊かにする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役割を分担したり
力を合わせたりして、遊びを創り上げることを楽しむ。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして遊
ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

好きな遊びを見つけて友達と関わり合いながら言葉を広げてい
く。

自分のしたことや思ったことを相手に話そうとする。 自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうとす
る。

冬の自然に触れ、雪や氷ができる過程を調べる中で、気付きや
喜びなどを共有し合い言葉が広がることを楽しむ。

令和７年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 1100 1111 112299 11 22 3344 55 66 77 88

就就学学時時健健診診

発表会クリスマス会運動会

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ににここににここ交交流流会会

秋の遠足 豆まき 卒園式お別れ会

☆☆川川小小ププーールル交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験 夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

★〇みんなに伝えよう

＜生活＞

・時計を意識し、食べるペースを考えながら食事をする。

・自分で気付き、考え工夫して整理整頓をする。

・みんなのためになることを考え、当番活動をする。

<ハロウィンパーティー＞

・イメージを伝え合ったり、作り方を教え合ったりして制

作をする。

・友達と役割分担をしながら、協力して案内状や看板を作る。

・作った衣装や小道具を身に付け、地域に出かけ、言葉の

やり取りを楽しむ。

<発表会・劇遊び>

・やりたいことを話し合う。

・発表内容や役割分担をみんなで決める。

・自分の決めたセリフを大きな声で表現し、お互いに見合

ってアドバイスし合ったりする。

・背景や大道具・小道具など必要な物を協力して作る。

・本番は、楽しんで発表し、達成感を味わう。

お別れ遠足保育参観

☆☆ハハロロウウィィンンごごっっここ

焼き芋会

お店屋さんごっこ カレー作り

☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

祖父母交流会

★自分で考えてやってみよう

★○友達と一緒に思いっきり遊ぼう ★〇感謝の気持ちを伝えよう

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの

成成長長のの喜喜びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっっ

たた人人たたちちにに感感謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

・園生活を振り返り、楽しかったこ

とを伝え合い成長に気付く。

・感謝の気持ちを伝えるために何を

したらよいか話し合い、協力して

やり遂げる。

◇式の言葉や歌で伝える。

◇プレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除し

たり飾り付けしたりする。

・小学校に行ったら、どんなこと

を頑張りたいか伝え合い、入学

への期待を高める。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)やりたいことを発表したり遊びの紹介をしたりする。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会）１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・友達の話を興味をもって聞いたり、認め合ったりする。 ・遊びを振り返り、明日の遊びの見通しをもつ。

〈ルールのある

遊び〉

・ドッチボールや鬼

ごっこ等繰り返し

楽しむ中でルール

を理解し、どうし

たら勝てるか友達

と工夫したり作戦

を考えたりする。

・勝敗に対し、喜

んだり悔しがった

りして一体感を味

わう。

〈伝承遊び〉

・かるた、すごろく、

こままわし、トラ

ンプなどのル－ル

を理解し教え合い

ながら楽しむ。

〈お店やさんごっこ〉

・体験したことを、再

現して遊ぶ。必要な

物を自分達で考え、

イメージを伝え合い

ながら遊びを進める。

〈雪遊び〉

・山のぼり、そり遊び、

雪合戦、かまくら作

り、雪だるま作りな

ど気温の変化による

雪の質の変化や不思

議さに気付きながら

思いっきり体を動か

して遊ぶ。

・氷を作ったり、雪の

結晶を見たりして気

付いたことや試した

ことを伝え合いなが

ら遊ぶ。

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

入園式

☆☆１１年年生生とと夏夏遊遊びび

進級式

☆☆４４年年生生ととのの交交流流

七夕集会

☆☆川川小小ササママーーフフェェスステティィババルル

沼館保育所との交流

野菜の苗植え

野菜収穫体験

祖父母草取り交流会

☆☆１１年年生生とと花花のの苗苗植植ええ

親子バス遠足

下川沿地区住民親睦運動会

ブルーベリー狩り 秋祭り

下川沿地区文化祭 ひな祭り

☆☆１１年年生生とと秋秋遊遊びび

保育参観 自由参観

☆へき地保育所年長児交流

架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

保保育育参参観観・・協協議議

★〇みんなに伝えよう

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)今日の目標をたてる。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会)１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・楽しかった遊びや明日やりたいことなどを発表する。 ・遊びの振り返りをする。

☆交流の中で遊びに取り入れるものを発表する。

★○みんなの力を合わせよう

<お化け屋敷・秋祭り・

運動会など＞

・イメージを伝え合ったり、作

り方を教え合ったりして協力

して製作をする。

・その日に作るものを話し合っ

たり、友達と役割分担をしな

がら協力してポスターやチケ

ット等を作る。

・やってみたいゲームや競技等

の活動を話し合い、必要な物

を準備する。

☆学校での経験を遊びに取り入

れる。

<当番活動＞

・年長としての役割を覚え、

友達と教え合って取り

組む。

・野菜の収穫に必要な道具

を準備し、大きさを考え

収穫したり、みんなで数

を数えたり書いたりする。

・年下クラスでの大型絵本

の読み聞かせや、誕生会

などの司会を務める。

★自分で考えてやってみよう

＜生活＞

・時計を意識し、自分で考え工夫しながら

生活する。

・役割をみんなで相談し、工夫して考えな

がら意欲的に行動する。

★○友達と一緒になかよく遊ぼう

＜製作・自由遊び

・自然とのふれあい＞

・新道山や小学校校庭、地域に散策へ

でかけ、身近な自然を見たり触れた

りして関心を深める。

・進んで戸外に出て十分に身体を動か

して伸び伸び遊ぶ。

・水や土などの感触や色水の変化など

気付いたことを友達と伝え合い共感

し合う。

・身近な素材や用具を使って工夫して

作り、作った物を遊びに取り入れる

ことを楽しむ。

最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

＜入園式・進級式＞

・年長になった喜びをみん

なと伝え合う。

・入園のお祝いメッセージ

をみんなの前で発表し自

信をもつ。

・年長児として、年下の子

どもたちと遊んだり手

伝ったりして関わりなが

ら、 思いやりの気持ちや

自信を深める。

相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

〈ルールのある遊び〉

・サッカーや鬼ごっこ等の遊びの中

で、繰り返し遊びながらルールを

決めたり、話し合ったりして遊び

を進めていく。

・自分たちで勝敗を考えたり、点数

を覚えられるように、数を数えた

り、石で点数を書いたり工夫しな

がら遊びを進めていく。

・遊びの楽しさや勝敗のうれしさ悔

しさを体験し、友達と共有し合う。

・安全に遊べるように友達と声をか

け合い、約束を守って遊ぶ。

共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら役役

割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

★○力を合わせて みんなでやり遂げよう

友友達達ととややりりたたいい遊遊びびやや遊遊びび方方、、ルルーールル、、作作戦戦、、必必要要なな用用具具ななどどをを

話話しし合合いい、、教教ええ合合っったたりり試試ししたたりりししななががらら遊遊ぶぶ。。

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

し

　 　 　 　

☆ ☆

☆

○ ☆

☆

○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・

・ ・ ・

・ ・ ・

５５歳歳児児　　第第４４期期

☆ 年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの目的に沿ってうまく時間を使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試して
みたりする。

体験したことや考えたことを、いろいろな素材や用具を使って
自分なりに表現することを楽しむ。

鬼ごっこやサッカーなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

ごっこ遊びや共同製作などで友達とイメージを伝え合い、共有
しながら表現する喜びを味わう。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持ちを調
整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付く。

友達のよさや一緒に遊ぶ楽しさを感じながら共通の願いや目的
を実現させる喜びを味わう。

遊びや生活を自分たちで話し合って進めながら友達と協力し合
い、仲間意識を高める。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

家
庭
と
の
連
携

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

運動会や発表会などでの子ども達の頑張りや取り組んでいる過
程を伝え、共通の話題で一緒に子ども達を盛り上げていけるよ
うにしていく。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

行事の度に成長している子ども達の様子や育ちを写真を掲示し
伝えていくようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、メ
ディアの使用を見直し規則正しい生活を送れるように理解と協
力を得る。

・ 就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、
規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

個人面談を通して、子どもの頑張りやよさについて伝え、成長
の喜びを共有し、自信と期待をもって入学できるような励まし
や言葉掛けをお願いする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流  ((例例））

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

☆

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

困った時には、友達や先生に自分から話したり、お願いしたい
ことを伝えたりして自分達で解決しようとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気持
ちを心をこめて伝えようとする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

行事に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり遂
げる達成感を味わうことができるようにする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや
美しさに気付き、言葉を豊かにする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役割を分担したり
力を合わせたりして、遊びを創り上げることを楽しむ。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして遊
ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

好きな遊びを見つけて友達と関わり合いながら言葉を広げてい
く。

自分のしたことや思ったことを相手に話そうとする。 自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうとす
る。

冬の自然に触れ、雪や氷ができる過程を調べる中で、気付きや
喜びなどを共有し合い言葉が広がることを楽しむ。

令和７年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 1100 1111 112299 11 22 3344 55 66 77 88

就就学学時時健健診診

発表会クリスマス会運動会

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ににここににここ交交流流会会

秋の遠足 豆まき 卒園式お別れ会

☆☆川川小小ププーールル交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験 夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

★〇みんなに伝えよう

＜生活＞

・時計を意識し、食べるペースを考えながら食事をする。

・自分で気付き、考え工夫して整理整頓をする。

・みんなのためになることを考え、当番活動をする。

<ハロウィンパーティー＞

・イメージを伝え合ったり、作り方を教え合ったりして制

作をする。

・友達と役割分担をしながら、協力して案内状や看板を作る。

・作った衣装や小道具を身に付け、地域に出かけ、言葉の

やり取りを楽しむ。

<発表会・劇遊び>

・やりたいことを話し合う。

・発表内容や役割分担をみんなで決める。

・自分の決めたセリフを大きな声で表現し、お互いに見合

ってアドバイスし合ったりする。

・背景や大道具・小道具など必要な物を協力して作る。

・本番は、楽しんで発表し、達成感を味わう。

お別れ遠足保育参観

☆☆ハハロロウウィィンンごごっっここ

焼き芋会

お店屋さんごっこ カレー作り

☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

祖父母交流会

★自分で考えてやってみよう

★○友達と一緒に思いっきり遊ぼう ★〇感謝の気持ちを伝えよう

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの

成成長長のの喜喜びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっっ

たた人人たたちちにに感感謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

・園生活を振り返り、楽しかったこ

とを伝え合い成長に気付く。

・感謝の気持ちを伝えるために何を

したらよいか話し合い、協力して

やり遂げる。

◇式の言葉や歌で伝える。

◇プレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除し

たり飾り付けしたりする。

・小学校に行ったら、どんなこと

を頑張りたいか伝え合い、入学

への期待を高める。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)やりたいことを発表したり遊びの紹介をしたりする。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会）１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・友達の話を興味をもって聞いたり、認め合ったりする。 ・遊びを振り返り、明日の遊びの見通しをもつ。

〈ルールのある

遊び〉

・ドッチボールや鬼

ごっこ等繰り返し

楽しむ中でルール

を理解し、どうし

たら勝てるか友達

と工夫したり作戦

を考えたりする。

・勝敗に対し、喜

んだり悔しがった

りして一体感を味

わう。

〈伝承遊び〉

・かるた、すごろく、

こままわし、トラ

ンプなどのル－ル

を理解し教え合い

ながら楽しむ。

〈お店やさんごっこ〉

・体験したことを、再

現して遊ぶ。必要な

物を自分達で考え、

イメージを伝え合い

ながら遊びを進める。

〈雪遊び〉

・山のぼり、そり遊び、

雪合戦、かまくら作

り、雪だるま作りな

ど気温の変化による

雪の質の変化や不思

議さに気付きながら

思いっきり体を動か

して遊ぶ。

・氷を作ったり、雪の

結晶を見たりして気

付いたことや試した

ことを伝え合いなが

ら遊ぶ。

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

入園式

☆☆１１年年生生とと夏夏遊遊びび

進級式

☆☆４４年年生生ととのの交交流流

七夕集会

☆☆川川小小ササママーーフフェェスステティィババルル

沼館保育所との交流

野菜の苗植え

野菜収穫体験

祖父母草取り交流会

☆☆１１年年生生とと花花のの苗苗植植ええ

親子バス遠足

下川沿地区住民親睦運動会

ブルーベリー狩り 秋祭り

下川沿地区文化祭 ひな祭り

☆☆１１年年生生とと秋秋遊遊びび

保育参観 自由参観

☆へき地保育所年長児交流

架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

保保育育参参観観・・協協議議

★〇みんなに伝えよう

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)今日の目標をたてる。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会)１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・楽しかった遊びや明日やりたいことなどを発表する。 ・遊びの振り返りをする。

☆交流の中で遊びに取り入れるものを発表する。

★○みんなの力を合わせよう

<お化け屋敷・秋祭り・

運動会など＞

・イメージを伝え合ったり、作

り方を教え合ったりして協力

して製作をする。

・その日に作るものを話し合っ

たり、友達と役割分担をしな

がら協力してポスターやチケ

ット等を作る。

・やってみたいゲームや競技等

の活動を話し合い、必要な物

を準備する。

☆学校での経験を遊びに取り入

れる。

<当番活動＞

・年長としての役割を覚え、

友達と教え合って取り

組む。

・野菜の収穫に必要な道具

を準備し、大きさを考え

収穫したり、みんなで数

を数えたり書いたりする。

・年下クラスでの大型絵本

の読み聞かせや、誕生会

などの司会を務める。

★自分で考えてやってみよう

＜生活＞

・時計を意識し、自分で考え工夫しながら

生活する。

・役割をみんなで相談し、工夫して考えな

がら意欲的に行動する。

★○友達と一緒になかよく遊ぼう

＜製作・自由遊び

・自然とのふれあい＞

・新道山や小学校校庭、地域に散策へ

でかけ、身近な自然を見たり触れた

りして関心を深める。

・進んで戸外に出て十分に身体を動か

して伸び伸び遊ぶ。

・水や土などの感触や色水の変化など

気付いたことを友達と伝え合い共感

し合う。

・身近な素材や用具を使って工夫して

作り、作った物を遊びに取り入れる

ことを楽しむ。

最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

＜入園式・進級式＞

・年長になった喜びをみん

なと伝え合う。

・入園のお祝いメッセージ

をみんなの前で発表し自

信をもつ。

・年長児として、年下の子

どもたちと遊んだり手

伝ったりして関わりなが

ら、 思いやりの気持ちや

自信を深める。

相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

〈ルールのある遊び〉

・サッカーや鬼ごっこ等の遊びの中

で、繰り返し遊びながらルールを

決めたり、話し合ったりして遊び

を進めていく。

・自分たちで勝敗を考えたり、点数

を覚えられるように、数を数えた

り、石で点数を書いたり工夫しな

がら遊びを進めていく。

・遊びの楽しさや勝敗のうれしさ悔

しさを体験し、友達と共有し合う。

・安全に遊べるように友達と声をか

け合い、約束を守って遊ぶ。

共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら役役

割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

★○力を合わせて みんなでやり遂げよう

友友達達ととややりりたたいい遊遊びびやや遊遊びび方方、、ルルーールル、、作作戦戦、、必必要要なな用用具具ななどどをを

話話しし合合いい、、教教ええ合合っったたりり試試ししたたりりししななががらら遊遊ぶぶ。。

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

し

　 　 　 　

☆ ☆

☆

○ ☆

☆

○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・

・ ・ ・

・ ・ ・

５５歳歳児児　　第第４４期期

☆ 年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの目的に沿ってうまく時間を使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試して
みたりする。

体験したことや考えたことを、いろいろな素材や用具を使って
自分なりに表現することを楽しむ。

鬼ごっこやサッカーなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

ごっこ遊びや共同製作などで友達とイメージを伝え合い、共有
しながら表現する喜びを味わう。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持ちを調
整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付く。

友達のよさや一緒に遊ぶ楽しさを感じながら共通の願いや目的
を実現させる喜びを味わう。

遊びや生活を自分たちで話し合って進めながら友達と協力し合
い、仲間意識を高める。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

家
庭
と
の
連
携

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

運動会や発表会などでの子ども達の頑張りや取り組んでいる過
程を伝え、共通の話題で一緒に子ども達を盛り上げていけるよ
うにしていく。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

行事の度に成長している子ども達の様子や育ちを写真を掲示し
伝えていくようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、メ
ディアの使用を見直し規則正しい生活を送れるように理解と協
力を得る。

・ 就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、
規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

個人面談を通して、子どもの頑張りやよさについて伝え、成長
の喜びを共有し、自信と期待をもって入学できるような励まし
や言葉掛けをお願いする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流  ((例例））

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

☆

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

困った時には、友達や先生に自分から話したり、お願いしたい
ことを伝えたりして自分達で解決しようとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気持
ちを心をこめて伝えようとする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

行事に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり遂
げる達成感を味わうことができるようにする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや
美しさに気付き、言葉を豊かにする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役割を分担したり
力を合わせたりして、遊びを創り上げることを楽しむ。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして遊
ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

好きな遊びを見つけて友達と関わり合いながら言葉を広げてい
く。

自分のしたことや思ったことを相手に話そうとする。 自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうとす
る。

冬の自然に触れ、雪や氷ができる過程を調べる中で、気付きや
喜びなどを共有し合い言葉が広がることを楽しむ。

令和７年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 1100 1111 112299 11 22 3344 55 66 77 88

就就学学時時健健診診

発表会クリスマス会運動会

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ににここににここ交交流流会会

秋の遠足 豆まき 卒園式お別れ会

☆☆川川小小ププーールル交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験 夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

★〇みんなに伝えよう

＜生活＞

・時計を意識し、食べるペースを考えながら食事をする。

・自分で気付き、考え工夫して整理整頓をする。

・みんなのためになることを考え、当番活動をする。

<ハロウィンパーティー＞

・イメージを伝え合ったり、作り方を教え合ったりして制

作をする。

・友達と役割分担をしながら、協力して案内状や看板を作る。

・作った衣装や小道具を身に付け、地域に出かけ、言葉の

やり取りを楽しむ。

<発表会・劇遊び>

・やりたいことを話し合う。

・発表内容や役割分担をみんなで決める。

・自分の決めたセリフを大きな声で表現し、お互いに見合

ってアドバイスし合ったりする。

・背景や大道具・小道具など必要な物を協力して作る。

・本番は、楽しんで発表し、達成感を味わう。

お別れ遠足保育参観

☆☆ハハロロウウィィンンごごっっここ

焼き芋会

お店屋さんごっこ カレー作り

☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

祖父母交流会

★自分で考えてやってみよう

★○友達と一緒に思いっきり遊ぼう ★〇感謝の気持ちを伝えよう

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの

成成長長のの喜喜びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっっ

たた人人たたちちにに感感謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

・園生活を振り返り、楽しかったこ

とを伝え合い成長に気付く。

・感謝の気持ちを伝えるために何を

したらよいか話し合い、協力して

やり遂げる。

◇式の言葉や歌で伝える。

◇プレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除し

たり飾り付けしたりする。

・小学校に行ったら、どんなこと

を頑張りたいか伝え合い、入学

への期待を高める。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)やりたいことを発表したり遊びの紹介をしたりする。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会）１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・友達の話を興味をもって聞いたり、認め合ったりする。 ・遊びを振り返り、明日の遊びの見通しをもつ。

〈ルールのある

遊び〉

・ドッチボールや鬼

ごっこ等繰り返し

楽しむ中でルール

を理解し、どうし

たら勝てるか友達

と工夫したり作戦

を考えたりする。

・勝敗に対し、喜

んだり悔しがった

りして一体感を味

わう。

〈伝承遊び〉

・かるた、すごろく、

こままわし、トラ

ンプなどのル－ル

を理解し教え合い

ながら楽しむ。

〈お店やさんごっこ〉

・体験したことを、再

現して遊ぶ。必要な

物を自分達で考え、

イメージを伝え合い

ながら遊びを進める。

〈雪遊び〉

・山のぼり、そり遊び、

雪合戦、かまくら作

り、雪だるま作りな

ど気温の変化による

雪の質の変化や不思

議さに気付きながら

思いっきり体を動か

して遊ぶ。

・氷を作ったり、雪の

結晶を見たりして気

付いたことや試した

ことを伝え合いなが

ら遊ぶ。

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

入園式

☆☆１１年年生生とと夏夏遊遊びび

進級式

☆☆４４年年生生ととのの交交流流

七夕集会

☆☆川川小小ササママーーフフェェスステティィババルル

沼館保育所との交流

野菜の苗植え

野菜収穫体験

祖父母草取り交流会

☆☆１１年年生生とと花花のの苗苗植植ええ

親子バス遠足

下川沿地区住民親睦運動会

ブルーベリー狩り 秋祭り

下川沿地区文化祭 ひな祭り

☆☆１１年年生生とと秋秋遊遊びび

保育参観 自由参観

☆へき地保育所年長児交流

架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

保保育育参参観観・・協協議議

★〇みんなに伝えよう

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)今日の目標をたてる。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会)１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・楽しかった遊びや明日やりたいことなどを発表する。 ・遊びの振り返りをする。

☆交流の中で遊びに取り入れるものを発表する。

★○みんなの力を合わせよう

<お化け屋敷・秋祭り・

運動会など＞

・イメージを伝え合ったり、作

り方を教え合ったりして協力

して製作をする。

・その日に作るものを話し合っ

たり、友達と役割分担をしな

がら協力してポスターやチケ

ット等を作る。

・やってみたいゲームや競技等

の活動を話し合い、必要な物

を準備する。

☆学校での経験を遊びに取り入

れる。

<当番活動＞

・年長としての役割を覚え、

友達と教え合って取り

組む。

・野菜の収穫に必要な道具

を準備し、大きさを考え

収穫したり、みんなで数

を数えたり書いたりする。

・年下クラスでの大型絵本

の読み聞かせや、誕生会

などの司会を務める。

★自分で考えてやってみよう

＜生活＞

・時計を意識し、自分で考え工夫しながら

生活する。

・役割をみんなで相談し、工夫して考えな

がら意欲的に行動する。

★○友達と一緒になかよく遊ぼう

＜製作・自由遊び

・自然とのふれあい＞

・新道山や小学校校庭、地域に散策へ

でかけ、身近な自然を見たり触れた

りして関心を深める。

・進んで戸外に出て十分に身体を動か

して伸び伸び遊ぶ。

・水や土などの感触や色水の変化など

気付いたことを友達と伝え合い共感

し合う。

・身近な素材や用具を使って工夫して

作り、作った物を遊びに取り入れる

ことを楽しむ。

最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

＜入園式・進級式＞

・年長になった喜びをみん

なと伝え合う。

・入園のお祝いメッセージ

をみんなの前で発表し自

信をもつ。

・年長児として、年下の子

どもたちと遊んだり手

伝ったりして関わりなが

ら、 思いやりの気持ちや

自信を深める。

相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

〈ルールのある遊び〉

・サッカーや鬼ごっこ等の遊びの中

で、繰り返し遊びながらルールを

決めたり、話し合ったりして遊び

を進めていく。

・自分たちで勝敗を考えたり、点数

を覚えられるように、数を数えた

り、石で点数を書いたり工夫しな

がら遊びを進めていく。

・遊びの楽しさや勝敗のうれしさ悔

しさを体験し、友達と共有し合う。

・安全に遊べるように友達と声をか

け合い、約束を守って遊ぶ。

共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら役役

割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

★○力を合わせて みんなでやり遂げよう

友友達達ととややりりたたいい遊遊びびやや遊遊びび方方、、ルルーールル、、作作戦戦、、必必要要なな用用具具ななどどをを

話話しし合合いい、、教教ええ合合っったたりり試試ししたたりりししななががらら遊遊ぶぶ。。

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

し

　 　 　 　

☆ ☆

☆

○ ☆

☆

○ ○

○ ○

・ ・ ・ ・

・

・ ・ ・

・ ・ ・

５５歳歳児児　　第第４４期期

☆ 年長になった喜びや緊張を受け止め、目標をもって意欲的に取り
組む姿を認め励まし、自信をもって自分らしさを発揮できるよう
にする。

共通の目的に向かって試行錯誤しながら実現に向かう場面を大
切にし、それぞれの持ち味を発揮したりお互いによさを認め
合ったりしながら協力し合うことができるような言葉掛けをす
る。

今までの経験を生かして、心と体を十分に働かせて自分たちで
遊びを進める姿を認め、満足感をもてるようにする。

友達と協力したり競い合ったりして活動する中で、繰り返し挑
戦したり試したりしようとしている姿を丁寧に読み取り、認め
たり紹介したりする。

遊びの目的に沿ってうまく時間を使ったり、場所や道具を選ん
だりして、自分たちで遊びを進める。

物の性質や素材の特性に気付いて選択したり、予想して試して
みたりする。

体験したことや考えたことを、いろいろな素材や用具を使って
自分なりに表現することを楽しむ。

鬼ごっこやサッカーなどのゲームを楽しくするために、作戦や
ルールを話し合って工夫する。

ごっこ遊びや共同製作などで友達とイメージを伝え合い、共有
しながら表現する喜びを味わう。

トラブルを通して、思い通りにいかない葛藤を味わったり気持ちを調
整したりすることを繰り返し、相手の思いに気付く。

友達のよさや一緒に遊ぶ楽しさを感じながら共通の願いや目的
を実現させる喜びを味わう。

遊びや生活を自分たちで話し合って進めながら友達と協力し合
い、仲間意識を高める。

１日の生活の流れを時計とともに表示し、活動の見通しがもてる
ようにする。

子どもと一緒に園生活を振り返りながら、５歳児としての役割
をやり遂げた達成感や自他の成長への喜びを共有し、自信を
もって行動できるようにしていく。

家
庭
と
の
連
携

卒園式、入学式までの予定などの情報を提供し、見通しをもっ
て準備できるよう、また、不安がないように支援する。

運動会や発表会などでの子ども達の頑張りや取り組んでいる過
程を伝え、共通の話題で一緒に子ども達を盛り上げていけるよ
うにしていく。

就学時健康診断を機会に、入学までに身に付けたい習慣や力に
ついて話題にしていく。

行事の度に成長している子ども達の様子や育ちを写真を掲示し
伝えていくようにする。

子どもの発育上のことや家庭での様子を聞いたり、園での様子を
伝えたりしながら、保護者の思いを受け止めるとともに、信頼関
係を築いていく。

遊びの様子や行事などの参観、懇談を通して、「どのような育
ちを願い、どんな経験をさせたいか」、子どもの変容を伝えな
がら成長を共有していく。

年長として意欲と自信をもって生活している姿を伝え、子どもの
成長をともに喜び合ったり考えたりして支えていく。

遊びや生活の中でのトラブルが成長につながることを伝え、様
子を伝えながら理解を得るようにする。

年間の行事予定やそれをリードする年長児としての役割を伝え、
理解と協力を得る。

早寝・早起き・朝ご飯や絵本の読み聞かせの大切さを伝え、メ
ディアの使用を見直し規則正しい生活を送れるように理解と協
力を得る。

・ 就学に向けて、起床、就寝、食事、メディアの時間を見直し、
規則正しい生活を送ることができるように協力をお願いする。

個人面談を通して、子どもの頑張りやよさについて伝え、成長
の喜びを共有し、自信と期待をもって入学できるような励まし
や言葉掛けをお願いする。

行行事事・・FFCC
☆☆ここどどもものの交交

流流  ((例例））

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

卒園に向けて、自他の成長に気付いたり、お世話になった方々
への感謝の気持ちをもったりできるような環境を工夫する。

☆

園生活を振り返り、今まで経験したことや友達と協力した思い
出などを言葉で伝え合い、成長した喜びを味わう。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや感想、想像したことを友達
と伝え合うことを楽しむ。

困った時には、友達や先生に自分から話したり、お願いしたい
ことを伝えたりして自分達で解決しようとする。

進んで挨拶を交わしたり「ありがとう」「ごめんなさい」の気持
ちを心をこめて伝えようとする。

お互いの思いやイメージを出し合いながらよりよい方法で遊び
を展開できるように、考えを受け止めて言葉にしたり視覚化し
たりしながら、考えを引き出す援助をする。

子どもが遊びを継続し、満足感や達成感を得られるように、新し
い素材や用具などを子どもと一緒に考えて用意したり、場所や時
間十分に保障したりする。

遊びの楽しさや工夫を交流したり、お互いのよさを認め合った
りするために、遊びの振り返りの時間を保障する。

四季の変化や自然の美しさ、不思議さを感じられる体験、知的
好奇心を満たす遊びや環境を工夫する。

行事に向けて考えを出し合ったり、工夫したりしながらやり遂
げる達成感を味わうことができるようにする。

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

絵本や物語、紙芝居、言葉遊びなどに親しみ、言葉の楽しさや
美しさに気付き、言葉を豊かにする。

学学
びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

劇遊びなどで、友達のよさを認め合いながら役割を分担したり
力を合わせたりして、遊びを創り上げることを楽しむ。

ルールのある遊びの中で、友達と競い合ったり応援したりして遊
ぶ。

園の行事などに向けてやりたいことを決め、目的が達成できる
ように話し合ったり協力し合ったりする。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

好きな遊びを見つけて友達と関わり合いながら言葉を広げてい
く。

自分のしたことや思ったことを相手に話そうとする。 自分がしたことや思ったことを話そうとし、相手の話を聞こう
とする。

絵本や物語に親しみ、気付いたことや想像したことを友達と伝
え合ったり情景や心情のイメージを広げて遊びに取り入れたり
する。

草花遊びや色水遊びなどを通して、草花や色の名前などに興味
をもって調べ、言葉が広がることを楽しむ。

期期 ５５歳歳児児　　第第３３期期55歳歳児児　　第第１１期期 ５５歳歳児児　　第第２２期期

ねね
らら
いい

　友達と一緒に考えたり、話し合ったり、折折りり合合
いいをを付付けけたたりりししななががらら共共通通のの目目的的にに向向かかっってて遊
びや生活を進める楽しさを味わう。

　自分や友達のよさが分かり、認認めめ合合っったたりり受受けけ
入入れれ合合っったたりりししななががらら、、協協力力ししてて遊びを進める楽
しさやややりり遂遂げげるる満満足足感感を味わう。

　年長としての意意欲欲とと自自信信ををももっってて、、自自分分のの力力をを
十十分分にに発発揮揮しながら安心して生活する。

　友達と思思いいをを伝伝ええ合合いいななががららイイメメーージジをを共共有有
しし、、力力をを合合わわせせてて遊びや生活を進めていく中で仲
間意識を高める。

思ったことや考えたことを相手に分かるように話すとともに相
手の話に興味をもって聞く。

自分のしたいことや思ったことを相手に伝え、話し合おうとす
る。

冬の自然に触れ、雪や氷ができる過程を調べる中で、気付きや
喜びなどを共有し合い言葉が広がることを楽しむ。

令和７年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（5歳児４月〜３月）

月月 1100 1111 112299 11 22 3344 55 66 77 88

就就学学時時健健診診

発表会クリスマス会運動会

☆☆１１年年生生ととのの交交流流

ににここににここ交交流流会会

秋の遠足 豆まき 卒園式お別れ会

☆☆川川小小ププーールル交交流流

小学校市教研総合研への参加 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会 保保育育体体験験 夏季研修会

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

★〇みんなに伝えよう

＜生活＞

・時計を意識し、食べるペースを考えながら食事をする。

・自分で気付き、考え工夫して整理整頓をする。

・みんなのためになることを考え、当番活動をする。

<ハロウィンパーティー＞

・イメージを伝え合ったり、作り方を教え合ったりして制

作をする。

・友達と役割分担をしながら、協力して案内状や看板を作る。

・作った衣装や小道具を身に付け、地域に出かけ、言葉の

やり取りを楽しむ。

<発表会・劇遊び>

・やりたいことを話し合う。

・発表内容や役割分担をみんなで決める。

・自分の決めたセリフを大きな声で表現し、お互いに見合

ってアドバイスし合ったりする。

・背景や大道具・小道具など必要な物を協力して作る。

・本番は、楽しんで発表し、達成感を味わう。

お別れ遠足保育参観

☆☆ハハロロウウィィンンごごっっここ

焼き芋会

お店屋さんごっこ カレー作り

☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

祖父母交流会

★自分で考えてやってみよう

★○友達と一緒に思いっきり遊ぼう ★〇感謝の気持ちを伝えよう

＜＜おお別別れれ会会・・卒卒園園式式＞＞

○○園園生生活活をを振振りり返返っってて自自分分たたちちのの

成成長長のの喜喜びびをを感感じじ、、おお世世話話ににななっっ

たた人人たたちちにに感感謝謝のの思思いいをを伝伝ええるる。。

・園生活を振り返り、楽しかったこ

とを伝え合い成長に気付く。

・感謝の気持ちを伝えるために何を

したらよいか話し合い、協力して

やり遂げる。

◇式の言葉や歌で伝える。

◇プレゼントを製作して渡す。

◇園内やクラスをきれいに掃除し

たり飾り付けしたりする。

・小学校に行ったら、どんなこと

を頑張りたいか伝え合い、入学

への期待を高める。

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)やりたいことを発表したり遊びの紹介をしたりする。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会）１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・友達の話を興味をもって聞いたり、認め合ったりする。 ・遊びを振り返り、明日の遊びの見通しをもつ。

〈ルールのある

遊び〉

・ドッチボールや鬼

ごっこ等繰り返し

楽しむ中でルール

を理解し、どうし

たら勝てるか友達

と工夫したり作戦

を考えたりする。

・勝敗に対し、喜

んだり悔しがった

りして一体感を味

わう。

〈伝承遊び〉

・かるた、すごろく、

こままわし、トラ

ンプなどのル－ル

を理解し教え合い

ながら楽しむ。

〈お店やさんごっこ〉

・体験したことを、再

現して遊ぶ。必要な

物を自分達で考え、

イメージを伝え合い

ながら遊びを進める。

〈雪遊び〉

・山のぼり、そり遊び、

雪合戦、かまくら作

り、雪だるま作りな

ど気温の変化による

雪の質の変化や不思

議さに気付きながら

思いっきり体を動か

して遊ぶ。

・氷を作ったり、雪の

結晶を見たりして気

付いたことや試した

ことを伝え合いなが

ら遊ぶ。

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

入園式

☆☆１１年年生生とと夏夏遊遊びび

進級式

☆☆４４年年生生ととのの交交流流

七夕集会

☆☆川川小小ササママーーフフェェスステティィババルル

沼館保育所との交流

野菜の苗植え

野菜収穫体験

祖父母草取り交流会

☆☆１１年年生生とと花花のの苗苗植植ええ

親子バス遠足

下川沿地区住民親睦運動会

ブルーベリー狩り 秋祭り

下川沿地区文化祭 ひな祭り

☆☆１１年年生生とと秋秋遊遊びび

保育参観 自由参観

☆へき地保育所年長児交流

架架けけ橋橋会会議議 架架けけ橋橋会会議議

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

保保育育参参観観・・協協議議

★〇みんなに伝えよう

＜朝の会・帰りの会＞ ＜いいとこメガネ＞

・(朝の会)今日の目標をたてる。 ・友達のよかったところや自分の頑張りを発表する。

(帰りの会)１日の出来事を振り返り発表する。 ＜きらっとタイム＞

・楽しかった遊びや明日やりたいことなどを発表する。 ・遊びの振り返りをする。

☆交流の中で遊びに取り入れるものを発表する。

★○みんなの力を合わせよう

<お化け屋敷・秋祭り・

運動会など＞

・イメージを伝え合ったり、作

り方を教え合ったりして協力

して製作をする。

・その日に作るものを話し合っ

たり、友達と役割分担をしな

がら協力してポスターやチケ

ット等を作る。

・やってみたいゲームや競技等

の活動を話し合い、必要な物

を準備する。

☆学校での経験を遊びに取り入

れる。

<当番活動＞

・年長としての役割を覚え、

友達と教え合って取り

組む。

・野菜の収穫に必要な道具

を準備し、大きさを考え

収穫したり、みんなで数

を数えたり書いたりする。

・年下クラスでの大型絵本

の読み聞かせや、誕生会

などの司会を務める。

★自分で考えてやってみよう

＜生活＞

・時計を意識し、自分で考え工夫しながら

生活する。

・役割をみんなで相談し、工夫して考えな

がら意欲的に行動する。

★○友達と一緒になかよく遊ぼう

＜製作・自由遊び

・自然とのふれあい＞

・新道山や小学校校庭、地域に散策へ

でかけ、身近な自然を見たり触れた

りして関心を深める。

・進んで戸外に出て十分に身体を動か

して伸び伸び遊ぶ。

・水や土などの感触や色水の変化など

気付いたことを友達と伝え合い共感

し合う。

・身近な素材や用具を使って工夫して

作り、作った物を遊びに取り入れる

ことを楽しむ。

最最年年長長ににななっったた喜喜びびとと意意欲欲ををももちち、、友友達達やや年年下下のの

子子どどももたたちちとと親親ししみみををももっってて関関わわるる。。

＜入園式・進級式＞

・年長になった喜びをみん

なと伝え合う。

・入園のお祝いメッセージ

をみんなの前で発表し自

信をもつ。

・年長児として、年下の子

どもたちと遊んだり手

伝ったりして関わりなが

ら、 思いやりの気持ちや

自信を深める。

相相手手のの思思いいやや考考ええにに気気付付きき、、受受けけ入入れれたたりり共共感感しし合合っったたりり、、自自分分

のの気気持持ちちををココンントトロローールルししたたりりししななががらら遊遊びびをを進進めめるる体体験験ををすするる。。

〈ルールのある遊び〉

・サッカーや鬼ごっこ等の遊びの中

で、繰り返し遊びながらルールを

決めたり、話し合ったりして遊び

を進めていく。

・自分たちで勝敗を考えたり、点数

を覚えられるように、数を数えた

り、石で点数を書いたり工夫しな

がら遊びを進めていく。

・遊びの楽しさや勝敗のうれしさ悔

しさを体験し、友達と共有し合う。

・安全に遊べるように友達と声をか

け合い、約束を守って遊ぶ。

共共通通のの目目的的にに向向かかっってて、、友友達達ととアアイイデディィアアをを伝伝ええ合合いい、、おお互互いいののよよささをを認認めめ合合いいななががらら役役

割割をを分分担担しし、、工工夫夫ししたたりり協協力力ししたたりりししててややりり遂遂げげるる。。

★○力を合わせて みんなでやり遂げよう

友友達達ととややりりたたいい遊遊びびやや遊遊びび方方、、ルルーールル、、作作戦戦、、必必要要なな用用具具ななどどをを

話話しし合合いい、、教教ええ合合っったたりり試試ししたたりりししななががらら遊遊ぶぶ。。

要録・個別の教育・

保育支援計画の送付

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

架け橋期に期待する子どもの姿
大 　 館 　 市 　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
川口小学校区　豊かな体験のなかで 自ら関わり 仲間と共に自分らしく活動できる子ども

令和7年度 川口小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （5歳児 4月〜3月）
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令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。

77

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

33

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。

77

ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。

33

自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
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成
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すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

　 　

☆ ☆ ☆ ☆

☆ ☆

☆ ☆

○ ☆

○

○ ○ ○

○

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

・ ・ ・ ・

令和7年度　川口小学校区　架け橋期のカリキュラム全体計画（1年生４月～３月）

月月 11 2244 55 66 88 99 1100 1111 1122

知知
識識
及及
びび
技技
能能

のの
基基
礎礎

数の表し方や時計の見方、文字、身近なことを表す語句など、
生活と関わりの深い知識を増やし、活用する。

学習に見通しをもって、友達の話を最後まで聞き、自分の考え
を進んで話すなど、生き生きと活動する。
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ねね
らら
いい

   たくさんの友達との関わりの中で、相相手手のの思思いい
やや願願いいをを感感じじななががらら自自分分のの思思いいをを表表現現しし、、主主体体
的的にに活動や学習に取り組む。

   自分や友達の成長に気付き、おお互互いいにに認認めめ合合
いい、、相相手手のの気気持持ちちをを尊尊重重ししななががらら、、自自信信ををももっってて
活動や学習に取り組む。

  小学校の生活や新しい学習に興味をもって取り組
み、学学級級のの友友達達やや上上級級生生、、先先生生とと進進んんでで触触れれ合合
いい、楽楽ししくく、、安安心心ししてて生活する。

   小学校の生活や学習に見見通通ししををももっってて取取りり組組みみ、、共共にに
活活動動すするる楽楽ししささをを友友達達とと共共有有しし、意意欲欲的的にに活動や学習
に取り組む。

期期 小小学学校校１１年年　　第第33期期 小小学学校校１１年年　　第第44期期小小学学校校１１年年　　第第１１期期 小小学学校校１１年年　　第第２２期期

新しい学習に興味をもち、学習の約束を進んで生かしながら意欲
をもって取り組む。

学校生活に必要な約束やルール、マナーに気付き、身の回りのこ
とを自分でやろうとする。

学校生活のリズムが身に付き、活動に見通しをもって準備したり約束や
ルールを守って行動したりする。

学学

びび
にに
向向
かか
うう
力力

・・

人人
間間
性性
等等

学習発表会や交流活動などを通して、自分や友達の頑張りを見
付けお互いに認め合おうとする。

１年間の学習や生活を振り返り、周囲の人々への感謝や自分自
身の成長を感じるとともに、２年生への期待をもつ。

新しく出会う先生や友達と一緒に活動する楽しさを感じながら進
んで関わろうとする。

相手の気持ちを考えたり自分の行動を振り返ったりして楽しく生
活しようとする。

学級の友達と一緒に活動する楽しさや様々な考えに触れる喜びを
味わう。

思思
考考
力力
・・

判判
断断
力力
・・

表表
現現
力力
のの
基基
礎礎

友達の話を最後まで聞いて、質問したり感想を伝えたり、相手
の発言を受けて話をつないだりする。

これまでの学習や経験を生かし、事柄の順序に沿って構成を考
えて１年間の思い出を書く。

学び合いの約束を生かして自分の思いを表現したり友達と伝え
合ったりする。

自分の伝えたい目的や相手に応じて、言葉や方法を選んで伝えようとす
る。

気付いたことや思ったことを進んで話し、先生や友達の話に共感しなが
ら最後まで聞く。

学校生活に慣れ、一日の過ごし方について見通しをもって行動
する。

自分でできるようになったことや役割が増えたことなど、自分
の成長に気付き、自信をもって学校生活を送る。

学校を支えている方々や地域の方などいろいろな人と関わることを楽し
み、力を合わせて活動しようとする。

友達や家族に感謝し、みんなの役に立つ喜びを感じながら、自
分の役割を最後まで果たそうとする。

自分のよさや友達のよさに気付いて互いに認め合い、よさを生
かしながら様々なことに挑戦しようとする。

友達と一緒に活動する中で、お互いを理解し、連帯感や所属感を深め
る。

経験したことや身に付けたことを活用したり友達の見方や考え方を取り
入れたりしながら課題を解決する。

生活経験や既習を活用したり、ペアやグループで相談したりし
て、よりよい考えを見つける。

にこにこ交流会で、新しい１年生に学校のことを伝えるため、
目的に合った内容や表現方法を工夫する。

職職員員のの交交流流
他他（（例例））

☆
援
助
の
ポ
イ
ン
ト

◯
環
境
の
構
成

★★
自自
己己
表表
現現
すす
るる
力力

○○
協協
同同
すす
るる
力力

学学校校行行事事
・・FFCC

ここどどもものの
交交流流

((☆☆幼幼保保小小))

具体的な体験を通して、伝え合う、交流する、試行錯誤や繰り返す活動
を保障し、お互いのよさやそれぞれの気付きを共鳴させるようにする。

家
庭
と
の
連
携

学校の方針、１年生の目指す姿やスタートカリキュラム、重点施
策等について伝え、理解を得る。

子どもの頑張っていることやできるようになったこと、課題になること
を具体的に伝える。

規則正しい生活習慣やメディアコントロール、読み聞かせや音読、家庭
学習などを継続する大切さを啓発していく。

連絡帳や通信などで子どもの様子を伝え、保護者が安心できるよ
うにするとともに、家庭でも話題にし、褒めたり認めたりしても
らえるようにする。

学校行事や学年の活動、ＰＴＡ活動などの保護者ボランティアの教育的
価値を伝えて協力をお願いする。

入学した喜びを共有し、意欲的に取り組もうとする姿を認め励ましたり、子どもの
話を共感しながら聞いたりして、温かな安心できる学級づくりを工夫する。

幼児期とのつながりを考慮し、幼児期に親しんだ活動を取り入れ、自信を
もって活動できるようにする。

登下校や縦割り班活動、運動会などへの取組を通して、地域の方々や他
学年との関係づくりをするとともに、様々な人に支えられていることに
気付けるようにする。

生活科を中心とした関連的な指導を行ったり、弾力的に時間割を工夫
したりする。

１年間の予定や１週間毎の具体的な予定を丁寧に伝え、保護者が
見通しをもてるようにする。

運動会などの取組を通して、頑張っている姿や友達と協力している姿を
価値付けし、意欲を高める。子どもの思いを汲み取りながら、一人一人が安心感をもち、落ち着いて生

活、学習できるように一緒に環境を工夫していく。
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自信をもって進級できるように、子どもが自分では気付かな
い内面の成長についても気付かせてもらうようにする。

子どもたちの活動の様子や頑張っている姿を伝え、家庭でも褒め
たり認めたりしてもらえるようにする。

生活リズムや持ち物など、子どもと一緒に話し合ったり確認
したりしながら、進級に向けての準備をしてもらうようにす
る。

友達と話し合って考えをまとめたり、試行錯誤したり、振り返っ
たりする時間を十分に確保し、満足感や達成感をもてるようにす
る。

１年間の成長に気付き、自分や友達のよさを実感できるよう
に、子どもの作品やカード、写真などを掲示する。

情報交換を基に、架け橋カリキュラムの改善を図る。

２学期始まりの準備物や生活リズムの回復について、協力をお願
いする。

子どもの成長について、家庭でも褒めたり認めたりしてもら
うようお願いする。

生活科「かぞくにこにこ大作戦」のねらいや内容を丁寧に伝え、
継続してお手伝いに取り組めるよう協力をお願いする。

学級集会や学習発表会など、共通の目的に向かって活動すること
で、思いを伝え合い協力して創り上げる体験をもてるようにす
る。

体験入学では新１年生が入学を楽しみにするような活動を工
夫できるようにする。

「ありがとうカード」や「いいねカード」を交換し、お互い
のよさを実感できるようにする。縦割り班や異学年の子ども、幼児、高齢者など、関わりを段階的

に広げ多くの人と交流することで、相手意識をもって行動できる
ようにする。

各教科を通して、１年間の成長を認め、３年生の学習や生活
への意欲を高める。

遊遊びび方方をを教教ええ合合おおうう

就学時健診入学式

1年生を迎える会 学校探検

縦割り清掃班スタート集会

交通安全教室・下校指導

PTA授業参観・懇談会 運動会

地域訪問 夏休み

☆☆水水遊遊びび交交流流

終業式

小学校市教研総合研 教職員実践発表会 情情報報交交換換会会
幼保小連携推進会議 幼保小担任研修会

保保育育体体験験

夏季研修会

ことばとまなび

の小テスト

給食開始

小
学
校
区
で
目
指
す
子
ど
も
の
姿

共
通
し
て
充
実
を
目
指
す
活
動
・
体
験

就就学学前前施施設設職職員員授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会

幼幼保保小小中中連連携携メメデディィアアココンントトロローールル週週間間

みみんんななでで考考ええをを伝伝ええ合合おおうう

・友達の話を聞いたり、質問したり、感想を伝え合ったりする。

（各教科・道・学）

・Ｋアップタイムで意見を交流し合う。（各教科）

友友達達とと伝伝ええ合合おおうう 友友達達ととななかかよよくくすすごごそそうう

・名前や好きなものなどを自己紹介カードを使って紹介し合う。

（学・国「どうそよろしく」・生活科「がっこうだいすき」）

・身近なことや体験したことから話題を決めて伝え合う。

（国「ききたいなともだちのはなし」）

・グループ毎に学校探検し、見付けたことやもっと調べたい

ことなどをみんなで伝え合う。

（生・国「こんなものみつけたよ」）

・下校指導や交通安全教室を通して登下校のルールやマナーを

知る。（行「交通安全教室」 学・生活科「みんなでつうが

くろをあるこう」）

・遊具や自然を使った遊びを考え、ルールやマナーを守って仲よく遊ぶ。

・学校や校舎内、先生や友達に関心をもち、すすんで関わる。

（生・学「がっこうだいすき」）

・場に応じた挨拶や言葉遣いを覚え、お互いに伝え合う。（各教科・学・道）

・歌ったり踊ったり、楽器を鳴らしたりしながら友達と交流し合う。

（音「はくをかんじとろう」「はくにのってリズムをうとう」）

★○学校って 楽しい★○みんなよろしくね

学学校校のの一一員員ととししてて力力をを合合わわせせよようう

・一人一人が自分の役割をもち、同じ係や当番の友達、縦割り班の班員などと関

りながら仕事に取り組む。（係活動、清掃活動、給食当番活動）

・ルールを覚えたり、友達と応援し合ったり、みんなで協力し合って活動する。

（運動会・学校探検）

○協力して取り組もう

架架けけ橋橋期期にに期期待待すするる子子どどもものの姿姿

大大 館館 市市 周周囲囲のの人人々々やや環環境境とと主主体体的的にに関関わわりり、、学学ぶぶ喜喜びびやや楽楽ししささをを実実感感ししななががらら仲仲間間とと共共にに育育ちち合合うう子子どどもも

川川口口小小学学校校区区 豊豊かかなな体体験験ののななかかでで 自自らら関関わわりり 仲仲間間とと共共にに自自分分ららししくく活活動動ででききるる子子どどもも

＜共通の視点＞
★自己表現する力
○協同する力

川口小学校区
川口小学校

下川沿保育所

★○みんな友達

保保育育所所自自由由参参観観

冬休み 春休み

修了式卒業式終業式

りんご狩り体験

学習発表会

なべっこ祭り 昔遊び交流

花壇作業 ☆☆雪雪上上フフェェスステティィババルル

☆☆ににここににここ交交流流会会
☆☆花花壇壇作作業業

☆☆わわくくわわくくササママーーフフェェスス ☆☆秋秋遊遊びび交交流流

要録・個別の支援計画の活用水水遊遊びび交交流流打打合合せせ

秋秋遊遊びび交交流流打打合合せせ

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

PTA授業参観

・懇談会

自自分分たたちちのの成成長長をを認認めめ合合おおうう★○１年間を振り返ろう

・１年間の思い出や自分の成長について伝え合い、お互いの成長を認め

合う。（国「いいこといっぱい１年生」）

・入学後の自分たちの様子を話し合ったり、表し方を相談したりしなが

ら、自分たちの成長をまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

・入学してから１年間支えてくれた人に対しての感謝の気持ちを伝えよ

うとする。（道「みんなみんな、ありがとう」）

・１年間の思い出を話し合い、楽しかったことや嬉しかったことを思い

出しながら言葉や絵に表し、来年度への期待をもつ。

（国・図「おしらせします！にっこりニュース」）

ででききるるここととをを最最後後ままででややろろうう○協力してやり遂げよう

・好きなことや得意なことを生かして役割を決め、役割を果たすために努力した

り友達と励まし合いながら練習したりする。（学習発表会）

・自分の家庭生活を振り返り、自分の役割を積極的に果たそうとする。

（生活科「じぶんでできるよ」）

・係や当番活動について友達と話し合い、よりよい活動を工夫する。

（学・道・係活動・清掃活動・当番活動）

・自分にできることを探し、みんなの役に立とうとする。

（道「きゅうしょくとうばん」・「おふろそうじ」・「これならできる」）

いいっっししょょにに遊遊ぼぼうう★○秋遊び交流

・秋の自然と関わった活動を振り返り、お薦めを選んだり伝えたりする。

・身の回りから集めた自然物を材料にし、比べたり試したりしながら

おもちゃや楽器をつくり、友達と遊んだり改良したりして楽しむ。

・園児と遊ぶために遊び方やルールなどを話し合い、準備をする。

（生活科「たのしいあきいっぱい」）

・園児に遊び方を伝えるために分かりやすい表現を工夫する。

（生活科「いっしょにあそぼう」・国「せつめいする文しょうを書こう」）

学学校校ののここととをを紹紹介介ししよようう★○にこにこ交流会

・入学してからのことを振り返り、新しい１年生を迎えるための計画、

準備、練習をする。（生活科・学）

・心をこめて作品をつくり、自分の気持ちを伝える。

（図「ようこそあたらしい１年生」）

・歌声や楽器の音の重なりに興味をもち、みんなで一緒に表現する楽

しさを感じる。 （音「みんなであわせてたのしもう」）

・新しい１年生を招待した後、自分たちの活動を振り返り、気付いた

ことをカードにまとめる。（生活科「もうすぐ２ねんせい」）

★○水遊び交流

・夏の自然や水を生かし、自分たちで試したり工夫したりして遊び

を創り出す。（生活科「なつがやってきた」）

・水を使った遊びを考え、園児と遊び方をやり取りしながら楽しい

遊びを工夫する。（生活科「なつがやってきた」）

☆☆園園児児１１年年生生授授業業参参観観

☆☆ププーールル交交流流

小小学学校校授授業業参参観観・・情情報報交交換換会会 要請訪問研究会

架架けけ橋橋会会議議架架けけ橋橋会会議議

架け橋期のカリキュラムを実践しよう架け橋期のカリキュラム全体計画小学校区版

令和7年度 川口小学校区 架け橋期のカリキュラム全体計画 （1年生 4月〜3月）

架け橋期に期待する子どもの姿
大 　 館 　 市 　周囲の人々や環境と主体的に関わり、学ぶ喜びや楽しさを実感しながら仲間と共に育ち合う子ども
川口小学校区　豊かな体験のなかで 自ら関わり 仲間と共に自分らしく活動できる子ども
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